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第31回 全国バズ学習研究大会会長

東京都豊島区立道和中学校長

木 村 幸 夫

第 3.1回 全国バズ学習研究大会が、東京都青梅市立第一中学校で開催 されるこ

とを大変 うれしく思います。東京での開催は、第 28回文京区立第六中学校で開

催されて以来の 3年ぶり3回 目になります。

本 日を迎えるまで、会場を提供 くださり、平常授業の参観をご配慮 くださいま

した青梅第一中学校の先生方に深 く感謝いたします。また、会場提供にご配慮い

ただきました青梅市教育委員会にお礼申し上げます。.

さて、現在の子どもたちを見てみると、受験戦争の過熱化、いじめや不登校の

問題、学校外の社会的体験の不足など、豊かな人間性をはぐくむべき時期の教育

に様々な課題が生 じています。そのため、思いやりに欠けているとか、自己中心

的であるとか、集団での生活行動ができないとか、耐性がなくすぐに切れるとか

いわれています。また、話 し合い活動の不足からか、親や先生、友人との人間関

係が希薄になって来ているともいわれています。

このような現象から、今回のテーマを『ともに学び、ともに育つ、総合的な学

習の展開』とし、五つの分科会で研修を深めることにしました。

学校という集団生活の中で、人間関係づくりの能力をいかにはぐくむか、これ

が学校教育の目的の一つでもあります。一 日の生活の中で、子どもたち同士が話

し合 う、子どもと教師が話 し合 う、教師同士が話 し合 う中で、お互いが信頼 しあ

い協同することによって学校教育が目的とする基礎学力と人間性の育成がなされ

ていくものと考えます。

本大会を通 して、バズ学習が理解 され、参加 された先生方の指導技術が向上 し、

これからの指導に少 しでも役に立つようであれば幸いです。

参会の皆様、どうぞ全国各地の提案者と一緒にご討議なされ、実 りある大会

にしていただきたぃと願 ってます。



第31回全国バズ学習研究大会開催に際して

全国バズ学習研究会研究者代表

名古屋大学教育学部教授  梶田 正巳

このたび、第31回全国バズ学習研究大会が青梅市立第一中学校で開催されることに

なり、心から喜んでおります。東京都での開催は昭和62年 (1987)年 以来のことであり

ます。当時ご存命であったバズ学習の創始者塩田芳久先生は、東京でのバズ学習開催

を本当にお喜びでした。望月和三郎先生のご努力によって実現したその大会は、バズ

学習の考え方を大きくアピールする機会となりました。今回の大会も、当時の記憶を

手繰れば感慨深いものがあります。開催をお引き受けいただいた高木校長先生をはじ

め青梅第一中学校の先生方、また準備に多大なご努力をいただいた東京都バズ学習研

究会の先生方、全国バズ学習研究会事務局の先生方には深く感謝申し上げます。

バズ学習という学習指導法、または学習指導論は、その名称が広く定着しているも

のの、十分な理解が進んでいるとは言い得ない状況があります。単なるグループ学習

の一手法といった理解は、きわめて不十分なものです。バズ学習の理論の根底にある、

学習指導における信頼に支えられた人間関係の重要さの指摘は、すべての教育場面で

一貫させるべき原理といえます。

近年のさまざまな教育諸課題に対して、それを解決する最重要の観点がバズ学習に

含まれています。総合的学習の時間などでめざす学力は、学校教育全体を同時に貫く

ものでなくてはいけません。バズ学習の唱える一貫性、統合性の観点は今の教育への

接近に不可欠のものといえるでしょう。

なお、諸外国では「協同学習 (cooperative learning;CD」 への関心が非常に高まっ

てきています。最近、そのようすを紹介する訳書 (ジ ョンソン他  『学習の輸―アメ

リカの協同学習入門』 二瓶社刊 1998)も 出版されました。その内容は、日本と合

衆国という文化や制度をこえて共通する教育の原理として、いかに協同が有効かとい

うことをはっきりと理解させてくれるものとなっています。合衆国などでは協同学習

の理解は教師教育では欠かすことのできないカリキュラムの内容のひとつとなってい

ます。日本の教師教育でもそのような観点が前向きに受けとめられるようになったな

らば、学校の中身はよい方向に大きく変わることでしょう。

この研究大会は、バズ学習を一方的に普及させるためのものではありません。実践

交流を通して、バズ学習の中から、現場の先生も、研究者も、参加した方々がそれぞ

れ実践課題、研究課題を解決し、新たなものを持ちかえるためのものだと考えます。

活発な意見交換などを通して、互いに実りをもたらし合うことのできる機会となるこ

とを確信 します。 (2000年 1月 3日 )
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全国バズ学習研究会会長

愛知県春日井市立柏原小学校長 寺 井 正 輝

平成 8年 11月 に東京都文京区立第六中学校で第 28回全国バズ大会を開催させ

ていただいて以来、数年を経て学校を会場に全国大会が開催できたことを関係者の

ひとりとして大変喜んでいます。

この間、第 29回名古屋市の南山大学会場、第 30回知多郡内海会場と「豊かな

人間関係を基盤にした授業や学習の創造」をテーマに多くの皆様に支えられて、地

道に実践と研究に取 り組んでまいりました。そして、終わるときにはいつも「次会

は、学校を会場に先生方と膝つきあわせて」が決まり文句でした。その私どもの願

いが。青梅市立第一中学校の高木清文校長先生はじめ、関係諸先生方のご努力に支

えられてここにかなえることができました。心より厚くお礼申し上げます。誠にあ

りがとうございます。

21世紀を展望した教育改革の舞台は、いよいょ2000年 を迎え学校現場に委

ね られました。とりわけ、これか らの学校教育には「生きる力」の育成が重要であ

るとされています。それは、極めて変化の激 しい社会に対応するために「他人と協

調しつつ、自立した社会生活を実現する実践力」や 「課題を見つけ、考え、自ら問

題を解決していく能力」や 「自然や美しいものに感動する感性の豊かさ」を身につ

けさせることであります。

これ らの観点は、 「子ども一人一人の考えを重視し、お互いの良さを認め合い、

高め合いなが ら自己実現を図る子どもの育成」を目指してきたバズ学習の実践研究

と符合するものであり、私どもの実践を一層確信するものでもあります。

今回は、総合学習の視点も取 り入れたバズ学習研究大会ですが、今後の実践研究

に向けて積極的な提案や貴重な資料を多数いただいたことに感激 しています。

どうぞ、ご参会の皆様も全国各地からの提案者の実践をもとに、熱っぱい討議を

重ね、 21世紀の教育の推進者として力量を一層高めていこうではありませんか。

最後にな りましたが、会員のご協力と役員をはじめ事務局の皆様や青梅市立第一

中学校の関係者の皆様のご支援に心より厚くお礼申し上げます。
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<校内研修紹介>

豊かな人間性をはぐくむ教育をめざして

一地 域 社 会 との連 携 を求 めて 一

青梅市立第一中学校 研究部

: 主題設定の理由

かつて臨教審は
'「

学校教育活動を社会に開かれたものにするために、児童生徒に対 し、

勤労体験やポランティア活動などの実践的活動を拡充、推進す る必要がある」 と答申した。

い うまで もな く自らの生 き方・ 在 り方を追及 しなが ら他者 との関係、広 く社会に貢献する

心 と体験活動の助長を強調 したわけである。

現在の中学生の生活 は、学校・ 家庭・ 塾等を中心 としたものであり、交友範囲は気の合

う友達同士 に限定 されていることが多い。いずれにしても、異年齢や社会 とのかかわりが

極めて希薄なまま成長 してきている。 このことは主体性や自主性の伸長、また社会性等を

はぐくむ うえで看過で きないことである。

生涯学習社会を迎えた今 日、生徒が増大す る自由時間を主体的・ elj造的に活用 し、活動

を展開で きるような精神や態度を育成す る取 り組みが、学校・ 家庭・ 地域などさまざまな

分野に今、 まさに求め られている。

また、家庭にせよ他人にせよ、広い意味での「 隣人」の暮 らしに手を貸す ことのできる

生 き方が今後、ますます大切になって くる。

変化が激 しいこれか らの社会を主体的に生 きてい く:子 どもの育成を図るためには、従来

の教科指導の枠の中だけで対応す るのでは不十分である。そこで、指導内容や指導時間を

弾力的にとらえ、子 どもたちの興味、関心を重視 した教育活動を展開す ることが緊急の課

題 となっている。その解決のためには、地域社会の人材や教育力を積極的に学校に導入 し、

学校や地域社会の実態を生か した、体験を重視 した教育活動の取 り組みが不可欠である。

子 どもが学習を進める中で、人 との出会いの重要性に気付 き、課題や疑間を発見 した り、

解決の糸 口を探 る過程を重視 した教育活動の在 り方の手掛か りを得ようと主題を設定 した。

‖ 研究のねらい

青梅市教育委員会は、「 地域社会に根 ざした教育」を学校教育の指導の重点の一つ とし、

その中で、次の 4点を重点 として掲げている。

1 地域の自然や文化および人材を生か した教育活動の充実を図る。
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2 地域行事や奉仕活動への参加を通 して、 自然や文化などとのかかわりについての理

解を深めるとともに、郷土を愛する心情を培い地域社会の一員 としての自覚を高める。

3 地域の実情を踏 まえた環境 に関す る指導を充実する。

4 災害時における学校の役割に配慮 して、学校施設の整備を計画的に推進す る。

このことを踏 まえ、本校では、社会の変化に対応できる人間性豊かで主体的・ 創造的な

人間の育成を目指 し、地域の人材・ 教育力を活用 した様々な教育活動が行われている。 し

か し、それ らの取 り組みはまちまちであったので、「 学校 として系統だった指導の必要が

ある」 と指摘 されている。 これは、それぞれの活動が地域社会や保護者に十分伝わってい

ないか らであ り、指導の重点か らみるとますますの実践・ 工夫が必要である。

そ こで、 これまでの本校における地域社会 との連携の取 り組みをまとめ、実施計画、指

導方法、生徒の変容などの情報を共有す ることにより今後の実践・ 工夫に役立てる。同時

に、「 ボランティアを考える日」のよリー層の充実を進めるなかで、新たな外部機関 との

連携の在 り方 と人材の招聘の具現化を図ることをね らいとした。

開 研究の経過

本校 は、昭和 62・ 63年度に文部省研究推進協力校・ 青梅市教育委員会研究協力校の

指定を受 けた。その際は、「 21世紀をめざした学校教育の在 り方」を研究主題 とし、生

徒の自主性・ 主体性の育成を図る教育実践について研究を深めた。

この研究において、生徒の自主性・ 主体性の育成を図るために次の四つの視点 と、三つ

の基本理念を設定 した。

1 自主性・ 主体性の育成を図る四つの視点

① 地域の教育力を生かす。

② 生徒の活動の場を設定す る。

③ 校務分掌の充実を図る。

④ 教科指導の指導法の改善を図る。

2 計画の作成、実施にあたっての基本理念

①  l年 生 は、「 教える」段階 とす る.。

②  2年 生 は、「 教えつつ任すJ段階 とす る。

③  3年 生 は、「 任す」段階 とする。

この姿勢 は、研究期間だけに終わ らず、現在 も本校の教育実践の礎 となっている。

-9-



この研究の中か ら、本校の特色ある取 り組みである、「 社会活動参加記録」、「 教育モ

ニター」、「 テ レホンサービス」が生まれ、現在まで続いている。

平成 3年度には、 2年後の学習指導要領の完全改訂に向けて、学校教育 目標の改訂に取

り組んだ。その際には、多 くの学校で扱 っていた知・ 徳・ 体・ 情・ 意 という分析的な視点

か らでな く、次の三点か ら学校教育 目標を設定することとした。

1 自分 自身に関す ること

2 他人や自然、崇高なものとのかかわ りに関す ること

3 集団や社会 とのかかわ りに関すること

具体的には、次のように改訂 した。

青梅市立第一中学校  教 育 目 標

国際性豊かなよりよい社会人をめざして

一、 自ら学ぼ う

一、 感謝 と思いや りの心をもとう

一、 理想の実現に努めよう

この目標の具現化をめざすなかか ら、「 独 り暮 らしの老人宅訪問」、「 多摩J:lの クリー

ン活動」、「 生徒会バザー」が生徒会主催の取 り組み として始まり、現在ではその一部が

PTAと の連合活動に発展 しつつある。

平成 9010年 度には、東京都教育委員会「 東京の教育 21」 研究推進校・ 青梅市教育

委員会研究協力校の指定を受 け、新たな研究に取 り組んだ。研究主題を「 豊かな人間性を

はぐくむ教育を目指 して」 とし、副題を「 ポランティア教育を中心に」 と設定 した。

生徒の豊かな人間性をはぐくむため、地域社会 との連携を深め、地域の人材や教育力を

学校に招 き入れるとともに、学校教育 目標の一つである「 感謝 と思いや りの心をもとう」

に具体的に追 る教育活動を探 り研究を深めた。 この研究の柱 となる取 り組み として、青梅

市社会福祉協議会・ 青梅市ボランテイアセ ンター及び市内各ボランティア団体の方々との

連携による「 ポランティアを考える日」を教育課程の中に位置付 けることができた。また、

ボランティア部の創設 とともに部活動単位での地域 ボランティア活動への参加 も活発にな

ってきた。平成 11年 2月 26日 (金)に は、研究発表会で成果を公開 し、地域社会 との

連携の中で生徒の豊かな人間性をは ぐくむ教育の手掛か りをつかめたと考えている。
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今年度 は、 これまでの取 り組みを振 り返 り、 2002年 に全面実施 される「総合的な学

習の時間」実施への橋渡 じとして、次の点についてまとめと研究を進めている。

1 校内研修会のなかで実態把握

(1)生活指導主任会、養護教諭連絡協議会、進路指導主任会などの各種委員会の情報

を共有す ることにより、生徒の実態を把握す る。

(2)本校が地域 とどのような連携活動を実施 してきたかをまとめ課題を検討す る。

2 実践活動のなかで拡充を図る

(1)新たな外部機関 との連携 と人材の招聘による「 ボランティアを考える日」の実施

:V 研究の概要

1 生徒の実態

本校の学区は旧青梅町を中心 とした市街地である。 自治会や子供会の活動等、地域

を主体 とした活動が活発であ り、連帯意識や絆が強 く、生徒は地域の中ではぐくまれ

てきている。 しか し、近年人 回の流動により、一部ではあるが地域の結び付 きが弱 く

なる傾向がある。

保護者は本校の卒業生が比較的多 く、学校への信頼感はきわめて高い傾向にある。

その一方、学校のきまりに対 して批判的な保護者や、高校受験を極端に気にす る傾向

もみ られる。

生徒 は概ね素直であ り、話を聞 く態度がよく、清掃などの当番活動を熱心にする、

行事に一体 となって取 り組むなどよい面がみ られた。 しか し、最近、当番活動への熱

意が薄れたり、環境整備の意識が高め られないという課題 も出始めている。また、前

述 したような地域や保護者の変化の影響 もあってか、人間関係を深めることが苦手な

生徒、少 しの ことで興奮 じ安易に行動を起 ごす生徒、さらにいわゆる「 指示待ち生徒」

もかつてに比べて増えてきている。不登校の傾向にある生徒に関 しても毎年 どの学年

にもみ られ、その対応には試行錯誤を繰 り返 している。

このような実態の中で、生徒が体験を通 して人 との出会いに感動 したり、他人を思

いやる心など豊かな人間性をは ぐくむことは、生徒 自身のよさを伸ば し弱点を克服す

ることにつながる。また、相手の立場を理解することができる人間、互いに協力 しあ

うことのできる人間、 ものを大切にすることができる人間の育成などにもつなが り、

進んで社会や他の人に貢献できる日本人、世代や国境を越えて信頼 される日本人を育
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成す ることができると考える。

、2 地域 との連携活動の実態

(1)進路学習

① 職場訪間

働 く人々の現場を直接見聞す ることにより、働 くことの意義を理解 し、 さらに

職業につ く方法などを具体的に考えるとともに生 き方を学ぶ。

② 上級学校説明会

公立高校、私立高校、職業高校、専門学校の先生方か ら、上級学校の実際の姿

を直接聞 くことにより、上級学校の理解を深め、 日頃の学習や進路選択に向けて

の心がまえに役立てる。

(2)部活動

① 老人介護施設、保育園等の施設をボランティア部や吹奏楽部などが訪間する。

② 地域の運動会やマラソン大会、文化祭等に運動部や吹奏楽部が参加する。

③ 外部指導員 として地域の人材を招 き入れる。

(31 PTA活動

①  「 多摩川一万人清掃運動」に親子で参加す る。

(4)生徒会活動

① 多摩川のク リーン活動を学期に一度実施す る。

② 鉢植えの花を持参 して、独 り暮 らしの老人宅を訪問す る。

③ 校内でバザーを開催 し、地域の方々に公開する。

(5)地域活動

① 伝統芸能の継承者 として青梅大祭 (自治会連合会)のお囃子連に参加す る。

② 地域の運動会やマラソン大会、文化祭等 (自治会・ 青少対連合会)に参加する。

③ 地域の資源回収、清掃活動 (自治会・ 子供会)に参加する。

(6)教育委員会活動

① 青少年 リーダー育成研修会に参加する。

② 国際理解講座に参加す る。

③ ボッパル ト市 との姉妹都市交流親善事業に参加する。

(7)ボ ランテイア活動

① 福祉ふれあいソフ トボール大会 (ボ ランティアセンター)の手伝いをする。
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② 風の子祭 (社会教育部体育科)の手伝いをする。

③ 夏 :体験ボランティア (ボランティアセ ンター)の各 コースに参加する。
④ 青梅市福祉祭 (ボ ランティアセンター)に参加する。

⑤ 春休み こどもまつ り (青梅青年の家)に参加する。

③ 赤い羽等街頭募金活動に参加する。

(81 その他

② 選択教科で地域の方を講師に招 きTT授 業を実施する。

③ テ レホ ンサービスを利用 し、学校情報を地域に提供する。

④  「 教育モニター」を地域の方に依頼 し、地域か らの情報を収集する。
⑤ 運動会、作品展、合唱祭等の行事に地域の方を招待 し交流を図る。
⑥ 消防署 と連携 し、防災・ 避難訓練を継続実施する。

⑦ 警察署 と連携 し、親子薬物乱用防止教室を実施する。

③ 選択授業で地域の寺社、資料館、博物館等を訪ね、地域の特色を学ぶ。
3 実践活動のなかで拡充を図る

平成 ■1年度第 2回「 ボランティァを考える日」では、 これまでの取 り組みにさら
なる工夫を重ね発展 させたいと考えた。そのために、生徒の体験的学習の内容を福祉
的体験だけでな く国際交流的体験にまで広げ、より豊かな人間性を高めたいと計画を
立てた。具体的には、学校教育 目標前文「 国際性豊かなよりよい社会人をめざしてJ
を踏 まえ、外国籍の方や国際協力活動実践者の講話 と実体験を通 し、生徒の国際交流
意識・ 態度の育成を図 った。

市内外か ら約 70名の講師を招 き、 20講座を設定 し、楽 しく学ぶ ことができた。
第 1回は「 福祉・ 人権にかかわること」を重点 とし、第 2回 は「 国際交流にかかわる
こと」を柱に しなが ら、更なる拡充を図ろう

:と
思いを新たに している。

V まとめと今後の課題

本校が地域 と連携 して行 っている教育活動を並べてみるとかなりの数になることが分か
つた。それぞれの活動 は特有の歴史を もち、生徒や保護者、地域 に合わせてェ夫 されてい
る。特に、地域清掃活動や福祉体験活動 は様々な形態を取 りなが ら、多 くの生徒に取 り組
まれている貴重な体験学習 となってぃる。 自然 と触れ合 うことにより環境に対する優 しさ、
責任感を身 に付 けたり、初めての出会いで喜びや感動を覚える。他の人の立場や思いを理
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解 し、共感的な生 き方に気付 くなど教室では得 られない貴重な社会体験 となっている。

これ らの体験学習を とお して、 さまざまな社会生活の課題に触れ、社会にとって有益な

役割 と活動を担 うことは自己理解を深め、 自発性をはぐくみ、公共性を身に付けるために

たいへん有益である。世の中はすでに、少子高齢化の社会を迎え、お互いが思いや りの心

をもって支えあ う社会づ くりが強 く求め られている。 自然や他人を思いやる豊かな人間性

をは ぐくむために、学校教育の実践的内容 として地域 と連携 した体験学習を位置付 ける意

味は大 きい。また、体験学習 は、そのものの教育的成果のほか、 自分のよさに気付いたり、

お互いに人 としてのよさを学びあうことができる機会にもなり得 る。

しか し、 これ らの体験学習 は主に裁量の時間や学級活動の時間を利用 して実施 されてい

ることが多い。あるいは、長期休業中や土曜休業 日に実施 している。「 学校を開 く」 とい

う観点か ら考えると、教育課程内の授業にこそ地域の教育力を招 き入れ連携を図るべ きで

ある。 どのような活動をいつ実施す るかを慎重に検討 し、教育課程に明確に位置付 けし、

年間計画に沿 って実施 しなければな らない。

教育改革が進むなか、来年度か らは学習指導要領の移行期間にはいる。選択教科の拡充、

「 総合的な学習の時間」の試行 は、地域社会 との連携による体験学習の導入を図るうえで

絶好の機会 といえる。また、「 総合的な学習の時間」を効果的に実施す るうえでの条件は、

「 教職員の指導体制ができていること」、「 地域 との連携ができていること」、「 生徒に

自ら学ぶ姿勢が身 に付いていること」であるといわれている。学校は、後込みするのでは

な く、教職員一同が一丸 となって積極的導入の推進役 となるべ きである。その際、地域 と

の連携による体験学習の名の もとに、安易なイベ ン ト的取 り組みにして しまったり、遊び

半分の活動にして しまわないよう厳重に注意 しな くてはな らない。

そのためには、教育課程の編成 と実施 に関 して、一人一人の教職員がその中心を担 う気

迫 と心構えで責任を持たなければな らない。また、地域の自治会、民生・ 児童委員会、青

少年対策委員会、社会福祉協議会、国際交流協会、市民セ ンターなどの公共施設等 と相互

の連絡を密接に取 り、地域の情報交換の発信役 とな り学校を開いていかなければな らない。

さらに、研修活動を深め、意識改革を図るとともに、生徒の自ら学ぶ姿勢をはぐくむ授業

改善に全力を尽 くさなければな らない。

これまでの取 り組みを肯定的にとらえ、教育改革の意義 と本質を見極め、確固 とした教

育活動を憶す ることな く地域社会に公開 し、地域社会 との連携を深めなが ら、生徒の豊か

な人間性を高める教育を目指 し、研究を続けている次第である。
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Vi 参考資料  (平成 11年度第 2回ボランティアを考える日 感想文 )

TO ALL at青梅市立第一中学校

Thank you for inviting ne to participate in the「 ボランティアを考える日」 .

I thought the day was Tell organised and varied in cOntento l enjoyed

talking to the students about international cooperation and v01unteer

activities. I hope they understood my 」apanese l

One suggestion ― it would have been nice to have a little nove tine for

questions and discuss■ om.

ほん とうに たの しかった、 ありが とう ございました。 外国籍講師

高本清文校長、岡構美昭教頭 はじめ皆様お疲れ様で した。

1時間 とい う短い時間の中で十分な事がで きず心残 りですが、皆様が考え られたプ

ログラムに参加できとて もうれ しく思います。 これか らも、生徒のために素晴 らしい

プログラムを組んで下 さい。

生徒 といっしょに給食が食べたかったです。     鋤国際協カプラザ講師

今回は初めての国際理解をテーマに したボランティアを考える日だったけど、改め

て 日本は豊かで安全な国だ と思 った。いままでやってきたボランティアを考える日の

テーマは「 困 っている人を助ける」だったけど、今回は「 発展途上国を助ける」 とい |

うことをテーヤに勉強 した。ボランティア

だけど、い くらボランティアの規模はちが

いと思 う。

今 日、話を聞いているときに心に残 った

意識は隣合わせになるとい うことだった。 '

いことだが、ポランティアを してやってる

す るのはいけないということだ。たしかに

別 した りけな したりという行動が起 こって

どうせするな ら、 自分 もその対象物 もし

ンティア活動をするのが望 ましいと思 う。 |

場に立 って物事を考え、相手を理解 してい

-15-



<基調提案>
バ ジぐ錯諄雇野 退L率往モ計 白旬 ズエ 錯諄雇野 6D垣塾 目目

中京大学 杉江 修治

1 総合的な学習の時間をどう捉えるか

情報化、国際化の時代を迎えて、教育改革がさまざまに試みられてきました。そこ

には、社会の変化にともなって生じてきている子どもの変化、それも問題行動として

表面化してきていることがらに対 しての対応も含まれます。

1970年代の後半か ら、教育実践の場では「個」が強調されるようになっていきまし

た。一斉指導による画一的な指導の元に、個が埋没させ られているという認識があっ

たように思います。教育は、子どもたち一人ひとりの自己実現を最大限援助する営み

ですか ら、個への着 目という観点は正しいものだったといえるでしょう。

しかし、そこにはひとつの誤 りがありました。「個」を他人と切 り離して理解 した

ことです。 「個」の教育とは何かについての理解が浅かったのです。したがって、指

導法の関心も個別指導に偏 り、それまで理論的にも実践的にも着実な積み重ねをして

きた協同的手法、すなわち社会的相互作用を積極的に用いた指導法に目を向けなくな

ってしまいました。 「集団を通して個を生かす」という観点を忘れた実践が多く重ね

られてきたのです。

今回、 「総合的な学習の時間」が設定された背景には、 1989年 改訂の学習指導要領

が示した新しい教育観を実現したいということがありますが、これも、文面だけでは、

教育の目標があくまで 「個」の興味関心、 「個」の積極的な学習態度などにとどまっ

てしまう懸念を含んでいます。その後の中教審答申などで言及された、幅広い「生き

る力」の育成と関わ らせて、「総合的な学習の時間」の意義を一人ひとりの教師が、

そして 1校 1校の学校の教師集団が提え返す作業をする必要があるように思います。

新たな時代の教育的要請とは何でしょうか。社会の国際化に対しては、そこに適応

する技術を「個」が身につけることが大切なのでしょうか。情報化社会に適応する技

術を「個」が身につけることが大切なのでしょうか。わたしは、そのような社会の変

化を理解 し、人々がその中でより幸福に暮らせるような社会づくりをめざす 「個」の

育成こそが今求められているのではないかと考えます。 「変化に適応する個」にとど

まらない「望ましい変化を作 り出す ことのできる個」が大切なのだと考えます。 「総

合的な学習の時間Jを、個を切 り離し、学習が個だけにとどまるような機会としては

いけないのではないのでしょうか。

2 バズ学習・ 協同学習理論の必要性

「総合的な学習の時間」では、必然的にグループ学習が必要だといわれてきていま

す。ただ、技法としてグループを入れるという発想はよくありません。戦後 しばらく、

生活カリキュラムが中心となって進められた教育では、積極的にグループ学習が用い

られました。それは民主的な活動として評価されていますが、1950年を境に急激に消

えていった理由は、単に教育に対する右からの圧力だけではありませんでした。教師
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の勘と経験だけで進められた理論のない実践であったという点も大きな問題だったの

です。

「総合的な学習の時間」を進めるにあたって、われわれは適切な理論をもっている

でしようか。実践はまず教育論、教育観があり、それを実現するための模索があると

いうのが順序です。その模索の過程で学習指導の理論的研究を取 り入れていくという

作業が必要なのですが、その準備はなされているでしょうか。現状では、生活カリキ

ュラムの折と同様の準備不足があるように思います。このままでは、結局今までどお

りの 「教え、導く、学ばせたつもり」の授業になるか、 「自由の尊重といいながら実

は放任」の授業にな りかねません。今、本当に求められている学力の意義を追求し、

それを実現する機会として 「総合的学習の時間」を創造することが求められています。

バズ学習は1960年頃にその基礎が作 られました。古いという評価は当てはまりませ

ん。なぜなら、この時期すでに、ブルーナーが『教育の過程』で、今、学習指導要領

に載せ られている新 しい学力観 と同様の学力の必要性を説いているのです。バズ学習

はそのような時代背景の中で研究が進められてきました。その中身は今に十分通じる

ものですし、今だからこそバズ学習の意義がより良く分かるようになってきているの

です。

1980年代に入 り、先進諸国では人間関係を基盤とした協同学習の意義に気づき、そ

れは現在ではもっとも関心を呼ぶ指導法となっています。また、実践化も広く行なわ

れています。 「総合的学習の時 FHD」 の実践にあたって、経験のみからの発想でよしと

する不精を捨て、このバズ学習・協同学習の原理を学習しないでは教育のね らいを実

現することは難しいでしょう。

3 バズ学習・ 協同学習の基本

バズ学習・協同学習は、互いに育ち合う仲間だという学習集団の中の信頼関係、自

分の成長を教師が願っているという確信の持てる教師との信頼関係が生む、学習への

動機づけ、意欲づけに注目する指導法といえます。それは技法ではなく、教育心理学
の実証的研究に支えられた指導論なのです。

そこではまた、積極的に社会的相互作用、すなわち話し合いを導入しますが、それ

は学習の効率を高めるだけではなく、学習内容を社会的知として修得させる働きもも

ちます。学習を、個にとどまらない、より幅広いものとすることが可能になるのです。

ただ、実践にあたっては、バズ学習・協同学習の理論を学ばなくてはいけません。

グルァプを組めば協同学習になるわけではありません。児童生徒の参加・協同・成就

に配慮 した実践をみがくに際して、この全国バズ学習研究大会での参加者同士の相互

作用が積極的な意義を持つものと思います。

<参考図書>
有元・加藤・望月・杉江編 1997 1

ジョンソン他 (杉江・石田・伊藤・

入門』 二瓶社

杉江修治 1999『バズ学習の研究』

『学校は変われるか』 日本教育綜合研究所
}伊藤訳)1998『学習の輸 :ア メリカの協同学習

風間書房
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助言者

司会者

記録者

創意を生かしたグループでのライティング活動の工夫

杉並区立松ノ木中学校 廣澤一恵

『バズ学習』を生かした学級集団の育成

土岐市立泉中学校 山内芳彦

学校態勢で取り組んだ環境教育

―そこから中学校における総合的な学習の在り方を考える

春日井市立南城中学校 堤 泰喜

梶田正巳 (名古屋大学)

阿部吉す (春 日井市生涯学習室)

池田 洋 (尼崎市教育総合センター)

小島幸彦 (中京短期大学)

田川正樹 (春 日井市立中央台小学校)

佐方利明 (春 日井市立高蔵寺中学校)



「

倉「J意を 生 か Lた
グ ル ー プ で の 。テ イ テ ィ ミン グ 活 動 の 下 夫

杉並区立松ノ木中学校教論

廣 澤 一 恵

1.はじめに

中学校英語科の授業の重点としてのコミュニケーション能力の育成が言われるとき、音

声を介した「聞くこと」「話すこと」がまず念頭に置かれ、「書 くこと」に関しては、あ

まり重きが置かれていない。「聞く」「話す」「読む」「書く」の四技能の中で、「書 く

こと」は “もっとも必要性は低 く習得するのは難しい"(Byrne,1988)、 故に、英語に関

しては初心者 、初級者である中学生には導入が難しいと考えるためであろうか?

筆者は、書 く目的や読者を意識したコミュニケーションとしてのライティングにも目を

向ける必要があると考え、初歩の段階からでも、導入の仕方に工夫さえ加えれば、ある程

度まとまった内容の文を生徒たちに書かせることは可能であると考えている。また、この

ライティング活動にグループ活動を取り入れることで、生徒たちの意欲を引き出すことが

できるのではと考え、実践 してきている。

ここでは、これまでの実践活動を報告し、この活動が題材の選び方等により、他教科と

の連携や総合的な学習に発展し得る可能性を考えていきたい。

2。 実践報告

(1)対象

松ノ木中学校現3年生 (全 3ク ラス、96名 )

(2)時期

平成 9年度～ 11年度

(3)活動内容

①概要

現3年生が 1年生であった平成9年度の2学期から、折りにふれ、自分のことや

周囲のことなどを英語で表現させる活動をしてきている。

8年間の主なグループでのライティング活動としては

・ 自己紹介

・ 家族や友人の紹介

・ 料理の調理法

●ゴールデンウイークの報告

(1年 2学期)

(1年 2学期)

(1年 3学期)

(2年 1学期)
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・ 日言己

・ 遠足についての壁新聞
0ク イズ作り

(2年夏休み―――個人)

(2年 2学期)

(2年 3学期)

・ 友好都市 (オーストラリア)

からの訪問生を紹介する新聞  (3年 1学期)

・ 意見を述べる          (8年 2学期) がある。

②グループでのライティング

グループでのライティング活動といっても、本来「書 く」ということは個人の作

業である。グループ活動を、この個人の活動と関連づけるのは、ライティングの過

程において、または、書いたものをまとめあげる際に、の2種類が考えられる。

ライティングの過程においてのグループの活用法としては、

・ アイディアを練る際のブレインス トー ミング

・ 書いたものをお互い読み合うPeer Reading

・ お互いの作品を校正し合うPeer Editing

などがあり、プレインス トーミングの時はもちろん、読んだり、校正し合う場で

も、自由に感想や意見を交換し合い、疑問点を確かめ合ったりすることができる。
ペアでの活動も考えられるし、5～7人の生活班のグループということもできる。

班でお互いの物を読み合う活動の時には、書いたものを時計回りに回覧し、余白に

英語または日本語で感想等を書かせるようにした。

グルニプとして作品をまとめあげるには、大きく次の二つの方法が考えられる。

・ 個人で書いたものをグループ単位でまとめあげる文集形式
●グループで話し合い、まとめあげ、一つの作品に書き上げていく新聞形式

ここで、便宜上文集形式と新聞形式の二つに分けたが、中学生の生徒たちに限ら

れた授業時間の中で英語のライティング活動をさせるとき、果たして皆が充分な分

量を書 くことができるとは思えなかったし、作品を読むにしても、単調なものにな

る恐れがあった。そのため、寄せ書き式壁新聞の形態を取り、助け合うこととした。

結果的には、壁新聞形式を取ったことにより、お互いに書いていることが紙面でよ

く見え、一つの紙面を作り合うことで一体感が生まれ、作品の内容、生徒たちの協

力といった点で好影響があらわれたのではないかと思う。

③グループでのライティング活動をさせる際に配慮したこと

・ (英語の授業の一貫としての活動なので)まず、充分に英語を「聞く」「読む」

「話す」活動をさせ、「書 く」ための素地を作る。

・ 生徒たちの生活や興味と結びういた題材を選ぶ 6

・ 誰に読んでもらうために書 くのかはっきりさせる。

・ 伝える、ということに重きを置き、細かな文法上の間違いについては特に注意を

した貫ヽ 。ヽ (accuracy vso fluency)
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・ お互いに助け合い、教え合うように指示するとともに、普段の授業から暖かい雰

囲気作りをする。

・ 良いと思ったことをお互いに褒め合い、できることは自分でも取り入れることを

指示する。

・ 文章の量についてはこだわらない。

・ 英語を書 く以外に、グループの作品を作り出すにあたって遊びの要素を加える。

(イ ラス ト、装飾 、など)

・ 必ず発表の場を与え、他の人の作品を読む機会を与える。

(廊下等への掲示、作品集の印刷・ 配布、作品を読んで答えるクイズの時間を授

業中に設けるなど)

3.他教科との連携―――総合的な学習に向けて

(1)家庭科との連携

1年 3学期に扱った「料理の調理法」についてのライティングは、教科書の 1レ ッス

ン (「 アップルバイの作り方」―秀文出版Total English)を発展させたものである。

が、ここで生徒たちが題材として使ったのは、家庭科で2年生が夏休みの宿題として提

出した「我が家の家庭料理」のレポー トである。

生徒たちは、アップルパイの材料、用具、作り方の手順を元に、主に麺を使った料理

である2年生のレポー トを参考にして、外国の人に向けたレシピ作りに取り組んだ。こ

ちらのねらいとしては、教科書に調理法のセクションが出てきたので、これを機に英語

科と家庭科の連携を少しでも図りたいということ、同時に、生徒たちの一年先輩にあた

る2年生の家庭科の作品を使うことで、学年のつながりを少しでもより有機的なものに

したいということがあった。

自分たちがよく知っている2年生のレポー トを読んで、生徒たちは素直に感嘆の声を

上げ、その英語版を作ることに意欲を燃やしていた。また、できた英語の作品をコピー

して、作者である2年生にブレゼントすることで逆方向の交流を図った。家庭科担当の

教諭からは、この活動は次年度に自分たちもやることになる課題に対しての予告編の役

割も果たし、生徒たちの興味が深まったとの評価を得た。

欲を言えば、英語のレシピを使ってのクッキングなど、もっともっと教科の連携を生

かす活動は考えられるのであるが、時間等の制約があって実現はしていない。総合的な

学習時間などを使えば、こんな活動も可能になるであろう。

(2)意見を述べる

これは教科書のディベー トのセクションを発展させたもので、今回は「英語をなぜ勉

強するのか」について、英語学習賛成・ 反対の立場から、それぞれが意見を書いた。3
年生の英語の教科書は、環境問題や国際平和、ボランティア活動など様々な題材を取り
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上げているので、題材の取り上げ方によっては、総合的な学習へと発展する余地が充分
あると思われる。今回3年生 1学期に行った「友好都市からの訪間生を紹介する新聞」
については、彼らの一学年上の生徒たちに対しては2年生2学期に行った。訪間生が来
る時期や所属する学年に合わせての調整で、これも一教科としてというよりも、時間や
事情が許せば学年や学校として取り組むことができる分野であろう。

4。 グループ活動と生徒たちの協力………違いを認め、励ます心

生徒たちはグループ活動が好きである。無駄な動きも多いようであるが、和やかに相談
したり、書いたり、作業をする。遅れている生徒のことも、グループだと援助しやすいよ
うである。

A君という生徒がいて、ひらがなも鏡文字になってしまうのだが、周囲に暖かく助けら
れ自己紹介では、l an Ac I Hke trains。 という文を作り上げた。英語を勉強すべきかど
うかという意見を述べる場では、グループの仲間に教えてもらいながら、I like English.

We should study English。 と書いた。

こんな暖かい雰囲気を作り出すのにグループでの活動も一役を買っているものと思われ
る。

5.今後の課題

今回紹介した事例は、他教科との題材の共有や、学校・ 学年行事と関連していくように
は心を砕いたものであっても、あくまでも英語科の教科が主体であって、これ自体が総合
学習と呼べるものではない。総合学習に向けてのステップの一つの提案として受け取って
いただければ幸いである。

英語科の立場からすると、文法の間違いをどこまで指摘するか、とか、「書 くこと」と他
の3技能との統合などまだまだ課題は多い。ただ、今回3年間を通して生徒たちにグルー

プで助け合いながらライティング活動をさせてみて、私自身がはっとしたこと、学んだこ

とも多い。上のA君の例もそうであるが、生徒たちはいつもこちらの期待以上に応えてくれ
る。最後の「意見を述べる」文については個人で書 く所で終わらせようかとも思ったのだ

が、生徒たちに希望を問うた所、「ぜひグループでやりたい」と言う。向上しよう、成長
しよう、という前向きな芽をこちらの怠け心で摘み取ってはいけないと、今、痛切に感じ

ている。

参考文献

Byrne,D. 1988. Teaching Writing Skills. London: Longman.
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『
バ X~― 習 』 を 牛 か Lた ~_級

集 団 の 育 成

岐阜県 土岐市立 泉中学校

バズ推進委員会 山内 芳彦

1 はじめに

本校では昨年度まで 4年間に渡り「自ら学ぶ力」に焦点を当てた研究実践を積み五ねて

きた。それは支持的風土が醸成された学級づくりを基盤にした組織的な「学び合い」が構

築されていく授業づくりを骨子としていた。これを通して生徒の学ぶ意欲を促し、主体的

な問題解決活動ができることを目指してきた。そうした実践の中で個にスポットが当てら

れ、個のよさを伸ばしていくことに成果があった反面、集団で考えを練 り上げていく力が

十分でないことが明らかになった。換言すれば、学級の「人間関係の希薄さ」が課題とし

て明らかになったのである。

そこで本年度は、昨年度までの研究の基盤となった支持的風土が醸成された集団づくり

を見直すこと、つまり、『バズ学習』を基盤としたお互いがかかわ り合える学級集団、学

習集団づくりの推進をしていきたいと考えた。それにともない、昨年度までの研究推進委

員会をバズ推進委員会と名称変更し、具体的な生徒の姿をもとに『バズ学習』の実践を積

み重ね、研修していきたいと考えた。

2 主題設定の理由

本校は昭和 36年の冬より、長年に渡 り『バズ学習』を取 り入れた教育活動に取 り組ん

できた。また、平成元年度には全国バズ研の会場校として『バズ学習』の研究発表も行っ

た。発表後も『バズ学習』の精神は泉中教育の根幹として位置づけられている。生徒の日

々の生活の中にも、授業中の「バズ」や清掃の「開始バズ」「終了バズ」、帰りの会の黙

書後の「バズ」など、『バズ』という言葉は浸透している。

『バズ学習』の基本理念は「よりよい人間関係を基盤とする教育」、つまり、「個人は

よりよき集団を形成し、集団はよりよき個人を育成する」という考え方で全ての学習活動

を遂行していくことである。それにより学級内の人間関係の改善と協力的な学習活動によ

る全員参加の授業の実現が目指される。

しかし、ここ数年、本校生徒の落ち着きのない言動が目立っている。生徒の生活姿勢や

授業における学習姿勢に問題が出始め、生徒指導上の問題をいくつかかかえるようになっ

た。教師はその対応に懸命であったが、生徒は仲間のよくない行動を見かけても注意をす

ることはほとんどしなくなった。学級でもそれを全体の問題にしきれない状況もある。さ

らに、問題を持たない一般の生徒の間でも、自己中心的な言動があり、ともに高まろうと

す る姿勢に欠けがちである。つまり、生徒同士の人間関係が希薄で、つながりが弱いとい

える。具体的には次のような生徒の実態を提えた。
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(1}係、当番、掃除等の日常活動や行事において、自分さえよければよいといぅ安易な考

えが目立ち、集団生活の中で自分の果たすべき責任を果たそうとしない生徒がいる。さ

らには、仲間のよくない行動に妥協してしまったり、同調してしまったりする生徒がい

る。つまり、仲間と積極的に前向きな活動を創 り上げ、深め、仲間とともにに高まろう

とする姿勢に欠ける。

(2)教室環境が乱雑にな りがちで、清掃活動を通してお互いの環境を守ろうとする意識に

欠ける。

(3)次時の学習準備、時間行動、聞き方、発言等仲間と学ぶ上での学習習慣の定着が不十

分である。

こうした実態から、生徒一人一人を切 り離して教育相談的見地から個別指導するだけで

はなく、生徒を社会的、集団的な存在としてとらえた指導援助をしていくことの重要性が

改めて課題となってきた。つまり、生徒一人一人の人格や個性が認められ、生かされてい

く相互作用を持った学級集団づくりが課題となったのである。さらに言えば、「創造 。自

主 0協同」の学校の教育目標のもと「個」と「集団」とのかかわ りを大切にし、一人一人

が高まる集団を育成していくことが本研修主題の願いなのである。

また、本研修の内容の骨子は次のようである。学級活動、道徳授業、教科授業の中で『
バズ学習』を生かし、位置づけていく.その中で、生徒が『バズ学習』による課題追究の

深まりや成就感を実感できるようにするために「意図・ テーマ・形式・ 評価方法」を明確

にした必然性のある『バズ学習』の位置づけ方と生かし方を共通理解し、実践とその累積

をしていく。

このように生徒同士の「人間関係の希薄さ」にメスを入れ、そこを視点として個や集団

を見直し、生徒による教え合い、話 し合い、確かめ合う相互作用を通して、よりよい人間

関係を築いていこうとするのであるぶさらに、共通の目的意識を持って協調し、目的を達

成しようとする『バズ学習』を学校教育全体の柱として共通理解し、共通実践し、その累

積をしていくことは大きな意義があると考え本研修主題を設定した.

3 研修実践の仮説と内容

11)研修の仮説

学級活動、道徳授業、教科授業の中で『バズ学習』を位置づけ、生かしていけば、

よりよい人間関係を築きながら個人が高まる学級集団は育成される。

12)研修主題追究のための方途と内容

学級活動、道徳授業、教科授業の中で『バズ学習』を位置づけていく。その中で、生
、徒が『バズ学習』による課題追究の深まりや成就感を実感できるようにするために、必

然性のある『バズ学習』の位置づけ方と生かし方を共通理解し、実践、累積 していく。

一- 25 -―



<方途>
① バズ学習を授業に取り入れる意図を明確にする.

② バズ学習の課題 (バズテーマ)を明確にし、生徒にとって必然性のあるものにす

る。

③ バズ学習の形式 (種類・方法)を明確にし、課題を深められるように仕組む。

④ バズ学習によって課題追究が深まったかを評価する。

<内容>
① 学級への所属感を高める学級活動の実践

バズ学習を生かし、学級の仲間とともにかかわり合う力をどう育てるか。

・学活授業、行事の取り組み、また、掃除の開始 。終了バズ、帰りの会でのバズ、

漢字・計算 ドリル等での『バズ学習』のあり方

② 道徳性を高める道徳の実践

バズ学習を生かし、学級の仲間とともによりよい生き方を追求し合う力をどう育て

るか。

・道徳授業における『バズ学習』のあり方

③ 自己実現を目指す教科指導の実践

バズ学習を生かし、学級で学び合う力をどう育てるか。

・各教科における『バズ学習』の姿の明確化と、教科授業内での『バズ学習』のあ

り方

4 実践事例

(1)学級への所属感を高める学級活動の実践

2年生では 7月 に地域の事業所の協力を得て、 1日 (終 日)の職場体験学習を行っ

た。そこへ向けての意識を高めるために、 5月 に学活で「働くことの目的と意義」の

進路学習を行った。

その中で「色々な苦労をしながらも、なぜ前向きに働いているのだろう ?」 という

生徒の素朴な疑間に基づいた課題設定を行つた。そして「働く目的を出し合ってみよ

う」というバズテーマで意見交流をする探究バズでは、家族から聞いてきた話から一

般的な考えまで多様な考え方を出し合うことを大切にした。また、働くことを自分に

引き寄せて考える後半 2回 目のバズでは、他の意見を参考にしながら、自分をありの

ままに見つめることの大切さを教師が話し、援助とした。

グループによるパズを取 り入れることによって、将来の進路希望など個人的な思い

や本音を話せる雰囲気ができ、生徒が互いにかかわり合いながら課題の追究内容を深

めることができた。
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(2)道徳性を高める道徳の実践

1年生「公正・公平4-〔 3〕『買えないバン』」

道徳授業においてバズ学習の種類を展開前段で二つ考えた。資料を読み、課題を持

つ「発見バズ」と主人公の気持ちを考えたり、言動の要因を考えたりして深める「探

究バズ」である。そこで、本授業では資料を読んだ後の感想から、多くの生徒が「母

が障害者からバンを買うことに戸惑いを感じる主人公に共感していたようであったた

め「どんな気持ちから母の腕をつかんだのだろう」とバズテーマを設定した。

以下はある班の話し合いの様子の記録の一部である。

A「バンはバンなのにどうして「わたし」は母の腕をつかんだのか… ?」

B「作った人のイメージが悪いんだよ。」

cFまずそうなバンなのかな ?」

D「味より作っている人が問題だよ。障害者が作ったバンというのが…。その人たち

が作っている時に何か混ざりそうで汚い感じがする…。」

C「そんなバンだから、買うと周りの人から変に見られるから止めたんだ。」

A「でも、それっておかしいんじゃない ?」

生徒はテーマに対する自分の考えをすぐにプリントに書き、その後の探究バズでも

自分の生活経験をもとにしながら全員が発言し、多様な意見の交流ができたため主人

公の心情に追ることができていた。道徳授業において共感場面でバズ学習を取り入れ

ながら、仲間とともによりよい生き方を追求できた授業であった。

(3}自 己実現を目指す教科指導の実践

数学科では授業の中でバズ学習を行う時、次の三点を留意している。

①バズ学習をする必然性のある課題設定を行い、生徒主体の流れを仕組む。

②バズ学習に対する評価を授業内で行う。

③班長だけでなく、数学リーダーを中心として活躍させる。

また、「バズ学習を位置づけた指導計画」を作成し、そこでは「バズの種類」とい

う項目を設け、バズ学習を意図的に仕組んでいる。

本時では、導入での素材提示に対しての生徒のつぶやきから「面積がちょうど2面

になる正方形を書き、 1辺の長さを求めよう」と生徒の意識と教師のねらいが一体と

なったところで課題設定がなされていた。

個人追究後の「探究バズ」では、今までバズを使わないと追究をあきらめてしまい

がちだった生徒も、得意な生徒と下緒になって自分もなんとかわかりたい、自分の考

えをわかってもらいたいと、図や数式を使って懸命に説明し合い、探究する姿が見ら

れた。

そして評価については、認知面だけでなく態度面からの個人評価も行われていた。
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5 成果と課題

に)成果

◎ 学級活動、道徳、教科授業の中で『バズ学習』を位置づけ、生かしていくことによ

り、生徒が相互に意識し合い、かかわり合いながら、よりよい個人として高まってい

ける学級集団が育ちつつある.

① 意図を明確にした『バズ学習』を積極的に取り入れることにより、生徒は仲間を意

識し、ともに課題追究をしていこうとする学級の風土ができてきた。

② 生徒の意識や言葉をもとに『バズ学習』の課題やバズテーマを明確に設定すること

により必然性が生まれ、追究に対して意欲的になれる生徒が多くなってきた。

③ 『バズ学習』の形式を明確にし、ねらいに応じて種類や方法を設定することにより、

生徒自身が見通しを持って、主体的に活動を進めることができるようになってきた。

④ 『バズ学習』による課題追究の成果を評価することにより、思考の深まりや広がり

を自党し、成就感を持てる生徒が増えてきた。

さらに付け加えるならば、本年度に入り、昨年度まで見られたような生徒指導上の

諸問題は激減した。また、スポーツをはじめ、学習面でも対外的な成果を数多く修め

ている。        ・

生徒が落ち着いて学校生活を送れるようになってきたのは、生徒の人間関係がより

よくなってきたからだと考える。「希薄な人間関係」から「温かな人間関係」へと学

級をはじめとする学校の支持的風土が醸成されつつあるといえる。

12)課題

◎ 生徒が自発的に課題を生み出し、協同の問題として追究方法を探り、解決していこ

うとする「集団としての自治意識」を高める必要がある。そして、さらに「集団がよ

りよき個人を育成する」ことに重点を置いた研究実践を積み上げる必要がある。

① 生徒が自ら課題を掘り起こし、『バズ学習』により進んで追究していける風土づく

り.

② 生徒にとって必然性のあるバズ課題の設定と、認知面だけでなく態度面もふまえた

バズテーマの設定。

③ 生徒相互での追究により深まりを生み出せるようなリーダー指導と、そうした仲間

とともに探究することによって一人一人の思考が深まり、個を鍛えることになる「探

究バズ」のあり方。

④ 相互の認め合いだけでなく、仲間との探究の事実から自分を振り返る個人評価、相

、 互評価の工夫。
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資料 バ

は湯 に ノ′ぃ じ

ス

た バ

習

習 の 種

学
墓

岐阜県土岐市立泉中学校

委頭[〕

〔発見バズの進め方〕
1 これから学習することで、問題にしたいことをはっきさせ
ましょう。

2 00さ んの問題わかりますか。
3 みんなの問題にしてみます。

⊂》責ア ガモ〕

〔点検バズの進め方 はt検 カードを使う場合が多い)〕
1 今日の○○はできましたか。輸番法で言って下さい。
2 今日の○○は、AAの ところがしっかりできました。
▲▲がまだしっかりできていないので、班のみんなで頑張って
いきましょう。

〔補強バズの進め方 (プ リントを使う場合もある)〕
1(今 日の○○の学習で)

しIIIし て
~ド

さい。
わからないことがあった人は、どじど

2 説り1で きる人はありませんか。
3 今の説り1でわかりましたか。それではもう一度説りjしてもら
います。

ズ
法

ヾ
番

ノ
輪

(リ ーダーは班長が兼ねる場合が多い。)

4 リー ダー法

2指 、名 法

◎リーダーが、○○さんから順に言って
~ド

さいという応、うにIф lし て「いく。
◎一人一人の考えを全員で確認していく

ときなどに使う。

◎リーダーが、意図的にメンパーに意見
や考えを求めていく。

◎輪番法の発言の後に、同じ考えや違う
考えを整理Eし、考えを高めていくとき
などに使う。

◎点検バズのとき、一人一人の達成状況
を確認づ

‐
るときに使う。

◎リーダーが、まず、メンパー全員にテ
ーマをしっかり確認させたあと「話し
合いましょう。」とfrっ て、メンパー
全員で取り組んで自由に会話していく。

◎一人の子にわからせたいときにも使っ
ていく。

5 ス ク ラ ンブル 法

◎ リーダーが課題にどう取り組んでいく
かを考え、説明しながらやっていく。

◎ リーダーが、ひとつの課題に対 して話
し合っていく中でまとめながら、メン
バーに合ったやり方 妨 法)を考えて
進めていく。

◎班 (ノl嗅日1)で言舌し合った考えや、自
分の考えを他の班 (「喪 団)や意見を
求めたい個人と交流し合う。 (但 し、
感情的な好みによる、意見交流ではな
い。あくまでも、必要性のある班や個
人の意見交洸iである。)

3自 由 会 話 法

〔学習バズ)

・ 教科の学習のパズ
〔生活バズ)

。学活・道徳の時|11の パズ、
・ 清掃l時の開始・ 終了バズ
0帰 りの会のパズ

<自分連で課題をつくる>
☆これから学習することで、
問題にしたいことをはっ
きりさせよう。

(自 由会話法)

(リ ーダー法)

発 見 ′〈 ズ

(課題 を もつ )

<課題を深める>
☆課題○○について考えを

深めよう。 (輪 准法)

(指名法)

(自 由会話法)

探 究 ′く

(深める)

<覚えたことや考え合っ
たことを確かめる>

☆今日の○○の時間 (こ の時
間)で分かったことを言っ
てみよう。   (綸 番法

理 解 ノく ズ
(覚える。まとめる。

練習する。確認し合う)

<生活の点検をする>
☆○○についての取り剰lみ

点検しよう。 (輪番法)

(指名法)

補 強 ′く ズ
(は っきりする)

<助け合って学習する>
☆分からないことをはっきり

させよう。 (方法自lL)

点 検 ′く ズ
往 活を振り返る)

〔理解バズの進め方〕
1(こ の時間で)わかったことを言ってみましょう。
2 00さんから輸番法で発表して下さい。
3 つけ加えることやわからないところ (質 ||り )はありませんか
4 では、今までの話し合いでわかったことをノートにしっかり
まとめておきましょう。

〔探究バズの進め方〕
1(今、理 liか ら)出 された課題について深めたいと思います。
2 どんな課題であったか、○○さん説明して下さい。
3 まず [1分の考えを発表できるようにまとめて下さい。
4 では○○さんから、輸番法で自分の考えを発表して下さい。
5 さらにつけ加えや賛成反対の意見をそれぞれ出して下さい。
6 大体深まったようですから、今のそれぞれの考えをノー ト
にまとめて下さい。

一- 29 -―



学 校 態 勢 で 収 り 糸巳 ノ4′ だ 薄覆 増竜 義女 辛蒙

～ そこから中学校における総合的な学習の在り方を考える ～

愛知県春日井市立南城中学校  堤  泰 喜

1 はじめに

本校が,愛知県教育委員会の委嘱を受け,環境教育の研究発表をしてから,早いもので

5年が経過 した。PTAの “制服リサイクル"など,存続している取組もあるが,当時の

様子を知る職員は私を含めて 3人となった。この間,本校はいわゆる “荒れ"を経験した。

「環境教育を推進してきた学校が荒れるなんて…」「あの研究は一体何だったのか…」と

自己嫌悪と自信喪失に陥った職員は多かった。私自身もこの 3年間は,学校の立て直しに

奔走する毎日で,いつしか環境教育のことは,記憶の奥底に封印をしてしまっていた。

それを蘇らせてくれたのが,今回の指導要領の改訂にともなう「総合的な学習の時間」

の創設である。本校では,この夏休みに職員に “宿題"が課せられた。「2002年 に向けて

何をどうしていくべきか」について 1人 1人の私案をまとめリポー トを提出するのである。

みんなで創り上げる !と いう点では,大変意義のあることなのだが,なにぶん勉強不足の

私には,それこそ「何をどのように考えていけばよいのか」が全くわからず, この夏休み

は,Fal々 とした日々を過ごした。しかし,結局のところ, “考える糸口"になったのは,

やはり,あの環境教育の取組であった。

2 本校の環境教育

「Think Globally,Act Locally.Jを 合い言葉に,環境教育を学校教育活動全体の中

に位置付け,中学生として何ができるかを基本に据えながら,推進していくことをめざし

た。以下,その概要を簡潔にまとめる。 生 涯 学 習 へ の 展 望

■藪翻脳匡ヨl教科における環境教育は,生涯学習の

重要な基礎的段階であるととらえ,「自己教育力」の

育成を視野に入れながら,実践をすすめた。

① 授業法の改善 ～多種多様な学習活動～

・ 地域素材の発掘と教材化

「体験的学習」「問題解決的学習」の重視

Discussion(言寸言缶奏毛勇に)のコ副児 (ぐバズ学習が土台)

授業における基本的学習ルールの徹底

“多様性を認め合う"学習集団づくり

「自分はこう考える」という意思決定の重視

“表現の場"の充実
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:②  「環境教育年間指導計画」 (軸テーマ別環境学習配列表)の作成       :
:  ・ 環境教育とは無縁のように思えながら,視点を少し変えるだけで,環境教育の :

:   学習になりうるものを教育課程から洗い出すとともに,生徒の実態から派生する :

:  「教師の願い」を付加した授業を加えて,系統的に配列した。         :
:  ・ 生徒の発達段階に応じた指導をすることができた。             :
:｀ ・ 他教科の学習内容が一日で把握できるので,教科間の連携を図ることができた。i

: ③ 生徒の変容をとらえる評価の工夫

:  0 生徒自身が学習活動を振り返り, 日標への達成感を自ら評価 して,今後の学習 :

:   の改善を行っていこうとする「自己評価」を積極的に取り入れた。       :
:  ・  「座席表」を活用し,授業中の指名や授業後の変容の把握に役立てた。    :

:      中学校学習指導要領に示された22項目を検討し,項目相互の関連や環境 :

:教育全体との関連を考え,本校独自の『環境関連 6項目』を設定し,『道徳教育年間 :

:指導計画』を作成 し, “モラルジレンマ"を軸とする話 し合いの授業実践をすすめた。三

:躍艦圃圃國目 環境や環境問題に対する個々の高まりを, 自主的・体験的な活動を通 :

: してより確かなものとし,さ らに身近な問題に対する積極的な実践力へ発展させた。 i
:① 学級活動

:   学級の創意工夫で環境に関する取組を行う時間を「グローバルタイム」と命名し,:

:  担任の指導のもとで,学級ごとで知恵を出し合って実践した。          :
: (例 :「給食の残菜を利用して肥料を作ろう」「地蔵川を見つめて」など)   :
:② 生徒会活動

:   リサイクル運動 (牛乳パック・ トレー・ アルミ缶・ スチール缶・乾電池など), :
:  校外清掃,生活環境改善運動,環境集会,老人ホーム訪問,環境委員会の設置など :

:  の取組みを行った。

i目騒騒固目■ 宿泊学習・野外学習では,動植物の観察や自然体験など,自然とのか :

: かわりを重視した。修学旅行では東京と春日井の住環境の比較を,校外学習では見学 :

:地でのテーマ別研究を行った。学校祭では,環境にかかわる展示を行った。     :

:■目回他目  ◇ P tt Aとの協力 (地球資源回収活動,制服リサイクル運動)  :
: ◇ OISCAと の提携 (環境講演会,フィリピンヘの植林活動,文具を送る取組):
: ◇ 『グローバルルーム』の活用 ◇  『南城中だより』の発行   など :
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「総合的な学習の時間」について自分なりに考えていること

(1)“地ず がキーワー ド! ～地域に入り,地域を見つめ,地域に学ぶ～

中央教育審議会専門委員として,「総合的な学習の時間」の創設に直接的にかかわら

れた東京学芸大学の児島邦宏教授は,創設の理由について次のように述べている。

なぜ「 総合的な学習の時間」をつ<つたかという理由の一番大きな部分は,世の

中の現実を見せながら子どもを大人にしていくという考え方が基本にあるわけです。

(中略)特に急激な社会の変化が予想される,しかも先行きわからない,今後不透

明な社会になるだろう,こういう世の中で子どもたちが世の荒波に押し流されたり

押しつぶされたり,また,波のまにまに漂つているのでは困る,ついていけばよう

しいというのでは困るわけで,そういう厳しい社会を自分で乗り切つてい<にはど

うするか,いわゆる主体性の確立であります。社会的な自立を図る。自分で世の中

のFoO題をしつかり受けとめて,自分の力によつて世渡りができる,こ ういう子ども

たちを育てていかないとこれは大変なことになるだろう。 (『中神』NO。 5531B載の謙要旨より)

では,世の中の現実と子どもとが直接的に向かい合う学習を展開するにはどうするか。

その最も有効な手段は,地域にどっぷりとつからせ, じっくりと見させ,そ こから生々

しい現実の社会の姿を学ばせることではなかろうか。やはり,「総合的な学習の時間」

のキーワー ドは “地域"である。とりわけ,職場体験・ ボランティアなどの社会参加や

地域の人材と学校の教師とのティーム・ ティーチングは有効であろう。

(2)課題 (テ ーマ)は トライアングルで !

「総合的な学習の時間」の課題として,一般的に言われているのは,「横断的・総合

的な課題」「生徒の興味・ 関心に基づく課題」「学校・地域の特色に応じた課題」など

が挙げられる。私が気になるのは, 2つ 目の「生徒の興味・ 関心に基づく課題」である。

興味・ 関心だから何でも好きなことをやらせればよいということになると,本来の目的

から大きくそれてしまうと思う。中学校 1年生から,学び方や調べ方, ものの考え方等

をじっくり積み上げ,その延長線で「卒業研究」として自由に課題を選択させるのなら

よいが,早いうちから子どもに自由に課題を選ばせるような活動はどうかと思う。上の

3つの課題をバラバラにとらえるのではなく, 3つが相互に重なり合うトライアングル

をイメージして課題を設定すべきであろう。その意味で “環境"は,どの地域でも取り

組めて, しかも世の中とのかかわりの中で「社会的興味」「社会的関心」を持たせうる,

“絶好"のテーマといえる。また,「地球市民を育てる」など,軸 (柱)と なる目標,

「 こういう子どもを育てたい」という学校全体のビジョンを持つべきではなかろうか。

カリキュラムの作成は,学校態勢 (学年態勢)で行いたい。実際に学習を展開する時
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は,学級が主体となって担任が指導する場面も多々あるであろうが,計画や準備の段階

では,すべての教師が知恵とエネルギーを結集しないとできないと思う。

(3)“はい回る体験学習"に したくない !

富山大学の山極 隆 教授は,「総合的な学習の時間」が,単なる興味本位の体験学習

(=体験ごっこ)にならないためには,学習活動に適合したスキルズの習得を明確化す

るとともに, “評価 が重要になってくると述べている。この評価の問題は,かなり時

間をかけて吟味すべき事柄ではあるが,今の私には,勉強不足の為,次のような内容し

か思いつかない。

総合的な学習の時間 学習記録

  [
・ 各時間ごとに自己評価・相互評価させ,

ファイルにとじさせる。

0 そのファイルを見ながら,担任が適宜

“支援"を行う。

・ 日々の活動の観察だけでなく,フ ァィ

ルの内容や作品,掲示物,発表などから

総合的に評価する。 (ポー トフォリオ)

・ 生徒個々の総合的学習の取組の様子を,

「通知表」に “文章記述"す る。

■_1_■ttr_____|

巨華≡:I   ≡:亜呵

① 学習の課題にせまることガできたか     L_
② 計画通り活掟 きたか           |-1 1-1_」
③ 意欲的に取り組むここガできたか      L― L __LJ
④ グリじ―プの人と協力することができたが   □ ――上_」_」

⑤ 今日の学習に満足しているか        L― L_単

学習評価 l ② 計画通り活動できたか

:亜≡≡三菱≡  TII」
脚    |

また,体験中心の総合学習だけにとらわれず,

読書指導を『学習活動』に位置付け,読解力・

文章表現 (感想文など)の鍛練を意図的に組み

入れたり,コ ミュニケーション育旨力を高めるための「ディベー ト大会」を企画するなど,

生徒が抱える課題 (生徒の実態)に合わせた『学習活動』も組み込んでいくという発想

も必要ではなかろうか。

141 教科をおろそかにしたら本末転倒 !

完全学校週 5日制によって,ただでさえ年間70単位時間の授業時数を縮減しなければ

ならない。その上に「総合的な学習の時間」の創設である。しかも教師の多くは,この

「総合的な学習の時間をどうするか !」 という1点に意識が集中している。

今でさえ,「学力の低下」が問題視されているのに,2002年からの教育は本当に大丈

夫なのかと心配になってくる。文部省は,「教育内容の厳選」「基礎・基本の確立」を

唱えている。確かにその通りであろうが,単なる “スローガン"に終わらせず,本当に

真剣に取り組んでいかないと, 日本の教育ひいては日本全体が大変なことになると思う。

作家の高村 薫 氏が『毎日新聞』に投稿された中に次のような一文がある。
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「ゆとりの教育」は,授業時間を減らし,履修科目を減らすことで,子供の自主

性や個性を伸ばそうとしてきた。しかしそうして,何でもゆるされる自由にカロえて,

勉学の負担まで軽減された子供たちの個性や自主性の現状は,冷静に見てごんなも

のだろう。 (中略)あくまでゆとりを優先し,あれもこれも学ぶ必要はなしヽだろう

ということで,次マになつての履修科目を学習指導要領から肖J除してしヽるのは大人

の側である。何を根拠に不要ときめるのかは知らないが,その結果,学校で体系的

に学ぶ内容に,ひょっとしたら今や,大きな不足が生じてもヽるので1まないかと,ふ

と考えた。大学に入つた学生が,授業に必要な学力を身につけてしヽないとしたら,

そういうことになる…。  (「ゆこりの教育」ガ招tlたもの側 鱒生の艦力低下～ 1999年7月 4日『毎日新聞』朝刊)

この危惧を払拭するためにも,従来以上に “教科指導"に力を入れなければならない。

学習 (勉強)と いうのは,楽 しくやって学力がつけばそれに越したことはない。しかし,

すべてがそうであるはずがない。子どもが「嫌だな」と思うことでも,子どもにとって

大切だなと思うことは, しっかりと教えこみ,徹底的に反復練習をして,基礎・基本を

鍛え上げなければならない。その際,何を教えるかという「内容知」だけでなく,どの

ように学ぶかという「方法知」も,教科固有の「知」の形成において重視されるべきで,

これも, “トレーニング (訓練)"によって身についていくものと考える。

教科で身につける力が弱ければ,総合学習がうまくいくはずがない。「知の総合化」

「知のネットワーク化」など,所詮 “絵空事"になってしまう。逆に,教科で十分に力

がっいていれば,それは,総合学習の支えになるし,社会に立ち向かう武器にもなる。

また,選択教科の性格が,「課題学習」「補充学習」「発展的で応用的な学習」とい

うように,幅広くとらえることができるようになるので,生徒の実情に応じて,必要で

あれば,選択教科における “補充学習的な取組"も積極的に導入していくべきだと思う。

(5)父母の理解を得るためのPR活動を !

父母は,「総合的な学習の時間」に代表される新しい教育の動きに,少なからず関心

を持っている。私の家でも,「土曜日が毎週休みになるなら学習塾に行かせようかしら」

「小学校でも英語やコンピュータを教えてくれるようになるのよね」などという言葉が

妻の日から出てくる。地域のお母さん方のいわゆる “井戸ばた会議"で も,「総合的な

学習の時間」について話題になることがあるという。父母が期待しているのは,多かれ

少なかれ “目に見える成果"である。これは,「漢字がこれだけ書けるようになった」

「英検で 3級がとれたJ「ワープロ検定にも挑戦だ」などというような “狭義のもの"

もあれば,「福祉体験によって人の気持ちがわかるになった…」「ボランティア活動に

よって積極性が出てきた…」などの類いまで含まれる。いずれにしても,学校の取組が

父母や地域社会から厳しく評価されていくわけだから,学校は,「こういう子どもを育
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てたいから,こ ういう取組をしている」ということを,自信を持って “地域に発信"を

していかなければならないであろう。そしてそのことが, とりもなおさず,地域からの

協力を得ることにつながっていくと考える。

4  おわりに

「総合的な学習の時間」についてのある講演の中で,講師の先生が「ある生徒は図書館

で調べ学習をし,あ る生徒はコンピュータ室でインターネットを楽しみ,あ る生徒は教室

で仲間とディスカッションをし,あ る生徒は学校の外でフィール ドワークをする。それが,

同じ時間帯で同時進行でおこなわれる。そんなイメージを持ってほしい…。」というよう

な内容のお話をされた。その時, “荒れ"を経験して日が浅い私には「ある生徒は校舎裏

にたむろし,あ る生徒は視聴覚室で娯楽 ビデオを堪能し,あ る生徒は教室で煙草をくわえ,

ある生徒は学校の外へ出てコンビニでお菓子を買う」というような光景が脳裏をよぎった。

生徒指導上の問題を多く抱えている学校において,「総合的な学習の時間」の創設は,

“普通の学校"以上に労力が必要とされる。そういう話をすれば,文部省の方からはきっ

と,「小学校での学級崩壊,中学校における “荒れ"などの問題があるからこそ,これを

解決する一つの方法として『総合的な学習の時間』をとらえ,在り方を考えてほしい」と

いうようなお応えが返ってくるのではないかと思う。私は, こうした考え方には大筋では

賛成 している。時間はかかるであろうが,新 しい教育の動きの中で,生徒の “健全育成"

を図ることができるなら,それが理想である。

しかし,実際には,「規範意識の低下Jや「家庭の教育力の低下」などの状況の中で,

“焼け石に水"と なることも十分に考えられる。したがって,「総合的な学習の時間」が

本当にその効力を発揮するための土台は,「健全育成をめざした生徒指導の確立」にある

のではないかとさえ思う。「時間を守ることができる」「教師の言うことにじっくりと耳

を傾けて聞くことができる」「学習のルールやマナーをしっかり守ることができる」「地

域の方に礼儀正 しい態度で接することができる」などができていないと,「総合的な学習

の時間」は,特に中学校においては,と もすると破滅的なことになりかねない。

いずれにせよ,教師自身がしっかりと座標軸を持ち,その座標軸が振れない。いい意味

での頑固さを持つ。子どもに迎合しない。子どもに媚びをうらない。そしてその一方で,

決して子どもには威張らない。子どもの成長を常に考え支援する。そのような姿勢が大切

ではなかろうか。教師としての職業的アイデンティティーの確立と換言することができる。

これは,現在の私自身の最大の課題である…。

たいへん稚拙で具体性に欠ける内容ですが,中学校における「 総合的な学習の時間」
の在り方につしヽて “南城中学校でできること"と しヽう観点から作成した私案と時間割
のプラン (紙面の都合上,第 3学年のみ)を次ベージに掲載しました。

詳細は,分科畑 布される F― をご参照下さい。
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第 2分科会 1蹴室

助言者

司会者

記録者

算数科における学習の改善―子どもとつくる学習めざして

練馬区立光が丘第八小学校 荒木正志

主体的思考力を高める授業の創造―ものづくりの学習を通して

春日井市立味美中学校 原田宗敏

個々の生徒の発想を生かした授業展開の工夫

杉並区立東田中学校 下斗米八穂

加藤孝史 (春 日井市相談室)

杉江修治 (中京大学)

荒木正志 (練馬区立光が丘第八小学校)

寺井正輝 (春日井市立柏原小学校)

長縄秀孝 (春 日井市立柏原中学校)

松永昇也 (練馬区立上石神井中学校)



算 数 科 gこ 」む gす る 学 習 の 改 善

子 どもとつ くる学習めざ して

東京都練馬区立光が丘第八小学校 校長 荒木 正志

1. は じめに

小規模校、オープ ンスクールという特性を生か した学習・ 教育活動を進めてい く

ことが、本校 としての特色 となってい くと考えている。またこの実践が来年度の学

校経営方針の基盤 となると考えている。 この実践はベス トの ものではない。 これか

ら期待 されるの学習の一方法 ととらえ、担任教諭 2名 と共に実践を試みた。

当初、校内の職員に公開す る予定であったが、保護者へ も公開 しようとなった。

そ して更に広げて地域や学校関係者 にも公開す ることとなった。 5時 間の公開であ

ったが、参鶴者は地域、全学年 にわたる保護者、区教育委員会・ 近隣の学校関係者、

未就学児の保護者、保育国の先
`L方

を始め、中京大学教授の杉江修治先生、11価大

学助教授の関田一彦先生・ 恩師の先生方に参観 していただけ、 これか らの学習改善

に指針を与えていただき、深 く感謝す る次第である。

2.こ こで進めたい算数学習

それぞれ子どもの得意な ものを伸ば してい くことにより、個性は育っていくと考え

る。全員算数好 きに 1ノ ようとは思わない。二人で も多 く算数学習の楽 しさを発見させ

たいと基本的に考えている。

算数の学習は、体 人な先人が歩んだ道を追体験す ることではないか。先人の業織に

ついて時間を圧縮 し、手法を簡略化 し、方法手段を駆使 していくことである。それは、

子 どもに創造・ 発見の過程を経験 させ ることである。 この過稿:を 経験す ることが算数

のね らいとなっていると考え る。

(1)算数学習のねらい

「 面積Jと いう言葉は算数用語である。 4年の教科書には、ほとんどが「 広さの

ことを由i積 といいます。Jと 記 されている。広さ=l面 積 と考え_て よいだろうか。 4

年生の子 どもの「 広さ」は日常語であ って、「 広さ」に対す るとらえ方 は様々であ

る。「 平 l角 1_11で 数値 によって表 される広さのことを lni積 という」 ことがわかつて、

初めて IJ常語か ら算数の「ll壌 に変わるのである。

この碧1元の学習では「 1角 i積 は「_1数 の乗法で示 されるJこ とに気付かせていきたい。

それには、長方形、正方形、平行四辺形の 1角 i積 公式を作 り出す過私:か ら帰納的に二

数の乗法に気付かせてい く。子どもの反応によっては、三角形の 1面 積公式まで学習
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か ら考えさせていきたぃ。

しか し、子 どもは、 4年生の時「長方形の面積を求める公式 (た て×横)」 を作
り出 していたにもかかわ らず、 5年生になると「底辺 ×高 さ」「底辺 ×高さ÷ 2」

「 (上底十下底)X高 さ+2」 を知識 としてだけ使いたがる傾向がみえる。
そこで、知識は知識 として認めなが ら、求積公式を創 り出す学習を進め、創造す

る喜び、発見する喜びに気付かせていきたい。

(2)学習内容のねらい・・・

量 と測定の発達段階については量概念 と測定概念の二種類あると考える。「量を
とらえるJ段階にな らないと測定の概念は使 うのは難 しいか らである。

この単元では、三角形・ 四角形での「量を処理す る」「合理的に測るJま で一人
で も多 く到達 させていきたい。

四角形・ 三角形 の面積 の量 と測定 の発達段階 は次の よ うに考 え る。

測定概念 の段階

Aコ 量 の認知す る

・ 平行四辺形や三角形にも

面積があるな

高さ、底辺の意味を知 る。

上底、下底の意味を知 る。

EIがぴったり入 らないと

ころを工夫すればよい。

等積変形

底辺 と高 さの掛け算

既習の図形の半分 とみる。

分割 して求める

・ 必要 な単位 を決 めて測定 す る

合理 的 に測 る

底辺、高 さを合理的に決めて

EB

い
　
　
　
一

な
　
　
　
一

つり
　

　

単

こ
　
　
　
　
の

れ

知
　
跳
討
　
　
い
‐こす

。　
崚

量概念 の段階

二
i       る。

G。 目的に合わせて測る
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・ 底辺 ×高 さで面積を求め

る。 (公式化 )

測定す る。

・ 一般四角形や多角形を三角形

四角形に分割 して測定する。

・ 概形をとらえて測定す る。

(3)関 心態度のねらい

・ 「既習の考えを使えば解決できることがあるJと いう感覚を育てる。また「似

ているFma題 は同 じ発想で も解決できる」 とい う感覚を育てる

・ 算数が得意でない子 どもは、解決の実行で も自信がな く、他に依存 したいとい

う気持ちがある。安心感をまず持たせ るために、個で解決 したこと或いは解決

の途中で相談 したい子 どもは相談 させてい く。

・ 学習の流れは、個人思考→集団思考→個人思考→集団思考→ としてい く。集団

思考の良さ生かす形態は既習のアイデアだけでは自力解決が難 しい子どもがい

ると考えたとき行 う。

使用するワークシー ト

(集団解決

の記録 )

「―

―

LI∠生■―ナー
感想

ワク

(4)児童の実態

① 実態調査

算数のね らいの調査 00実施 しない

内容のね らいの調査 00量 の測定の段階に入れるかどうか調査

周 りの長 さによって面積が決 まると思 っているかどうか調査

・ SP表作成す る。 (単元の知識理解、表現処理を網羅 してい

る問題を学習前 と後に同 じ問題を実施す る。 )

関心態度の調査・・・ ソーシャルスキルを含め算数の関心態度は、担任による予想

を出発 とする。学習を進める中で評価 し、助言 してい く。

② 本単元に関する実態

ク度

問 題

1                        __

(集団解決

の記録 )

感想

ワクワク度
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ア.量の概念調査・・・ 四角形・ 三角形に面積があるか。

イロ SP表・・・・・ ●単元末テス トを使用 してプ レテス ト実施

4口 指導の工夫

(1)学習形態の工夫

① 小規模校であり、施設 としてのオープンの特性を生か して、合同学習を進める。

② 集団解決の良 さを生か した学習 (個人解決→進路決定→集団解決)と 個人解決

の良 さを生か した学習 (個人解決→集団解決)を組み入れていく。

(2)学習素材の工夫

本単元では教科書に沿 って学習 してい くため、「 よい問題」の要素は十分取 り

込めないと考える。

(3)評価の工夫

① 量 と測定 についての事前調査を行 う。

②  SP表 を作成するの

③ 学習前に予想 される反応について、指導者が個人毎に記入 してお く。

④ WSや チェック表を参考にその時間の指導 について反省を行 う。

(4) ワークシー ト (WS)の 工夫

① WSは 冊子化 してい く。学ばせたい表現処理については、増刷 りして配布する。

② 集団解決の良 さを生か した学習では、個人解決後「進路決定チェック」を行 う。

進路先判断チェック表

できた わかった できない わからない

もうちょっと

自分でや りた

い

自信あり 自信ない

で きな しヽ人

と相談

できた人

と相談

教 えたい 自信ある

で相談

自信 ない

で相談

自信 あ る

へ相談

(5)学習環境

①ネームカー ドの使用

②板書は一単位時間の思考の流れが分かるように左か ら右へ書いてい く。

③学習のまとめを各時間毎に重ねて貼 っていく。

5。 まとめ

集団思考のよさをパ ターン化 していってはいけない。個人思考のよさの形態 と組み

合わせ ることによって、子 どもの学習意欲は高 く継続す ると思われる。 また学習が進

むにつれ、当初の計画の変更がでてきた。学習指導は生 きていると感 じた。
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主 体 的 ― 考 力 を 高
`翼

b‐ 密要L」冒t‐ コロEJ造
～ものづくりの学習を通して～

愛知県春日井市立味美中学校  原田 宗敏
1 主題設定の理由
1年時の本材加工において,生徒一人一人の発想を生かした授業を展開したことにより,

教師依存の姿が減少し,主体的に考え,作業を進める姿が多く見 られるようになった。ま

た,生徒から『 2年生の電気の授業でも木材加工の技能を生か したい』『オ リジナルの作

品を作 りたい』という声が多く聞かれた。これは木材加工での自信の表れであり, 2年時

の製作学習への意欲と期待の表れと言える。

新学習指導要領試案においても「体験的な学習や問題解決的な学習Jを重視するととも

に「生徒の興味 0関心を生かした自主的,自発的な学習」が促されるような指導過程の工

夫を強調している。

以上のことから,主体的に考え,工夫し創造する能力,そ して,実践しようとする意欲

的な態度がさらに高められる学習を進める必要があると考え,本テーマを設定 した。

2 研究の目標

生徒一人一人が与えられた課題に対 し,自 ら目標を見つけ,その解決に向けて主体的に

取 り組むことができる授業を創造する。

3 研究の仮説

授業を展開していく上で

① 生徒の意欲を引き出す工夫を加え,

② 生徒一人一人を生かすために自らの課題を立てさせ,

③ 課題解決能力を育成する学習過程を意図的に設定すれば

生徒に主体的な思考力を身につけさせることができる。

4 研究の方法

仮説を検証するために,下の図のような方法で研究を進めた。

事前調査 生徒の実態を把握する。

仮 説 調査をもと | 二仮説を設定する。

指導計画の作成

領域全体を自己認識,相互認識,自 己伸長の3段階で設定した学習過程 【仮説③】

体験的学習内容の充実 【仮説①】   課題解決的学習内容の充実 【仮説②③】

ケース材料の種類の拡大 【仮説①②】 蛍光管の種類の拡大 【仮説①②】

指導法の工夫

目標達成プリントの活用 【仮説①】  班を活用した学習の充実 【仮説②】

指導案の形式の検討 【仮説③】

授業実践 0指導計画に基づいて授業を計画 0実践する。

・仮説検証のためのデータを収集する。事後調査

結果と考察 0今後の課題 仮説の有効性について考える。
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5 研究の内容

(1)事前調査

2年生 90名 に対 して,電気学習に関する興味・関心,過去の先行経験の実態を把握す

る目的で調査を実施 した。

ア 調査内容と結果    【別紙資料集参照】

イ 考察

以上の結果から,電気機器を扱うことはできるが,そのしくみを知 らない生徒がほとん

どだった。そのため,簡単な修理でも,難 しいと決め込んで手を出そうとしない。これで

は電気機器を有効に活用 しているとは言えない。また,先行経験があっても,技能的には

十分とは言えない。そこで,電気機器の観察の学習から積極的に工具を使わせ,体感的に

とらえさせること。そして個のニーズにあった製作学習を展開すること。この 2点 により

学習意欲を高め,持続させることができるのではないかと考えられる。

(2)指導計画の作成

指導計画の作成にあたって以下の 3点に留意 した。

○ 領域全体を自己認識,相互認識,自 己伸長の 3段階で設定する。

○ 体験的学習内容を充実する。

○ 課題解決的な学習内容を充実する。

場面 学習内容 体験的・課題解決的な教材・教具の導入とその意図 時 間

自

己

認

識

相

互

認

識

自

己

伸

長

1。 電気と私たちの生活

2。 電気機器の観察

3。 照明器具 (蛍光灯 )

の設計

4。 照明器具 (蛍光灯 )

の製作

5。 電気の有効利用と地

球環境

6。 まとめ

1/35(体 験・課題)家庭にある電気製品

1 家庭にある電気製品に目を向けさせ,電気エネルキ・‐がどんなエネルキ
・‐

|に変換されているかを調べる。

12/35(体 験・課題)はんだごての分解

照明器具の製作でもよく使用する工具であること,電気の流れが

把握しやすい電気機器であることから,半 田ごての分解を設定し,

構成している部品やその役割について調べる.

506/35(体験)綿飴機の製作

電気に関する基本知識の定着,製作学習への意欲の喚起の場とし

て活用する。

8/35(課題)グロースタータ式蛍光灯のしくみ

蛍光灯に使われている部品のはたらきと図記号を知り,どのよう

に蛍光管を点灯させるかを理解する。

9/35(課題)自分の構想に合った材料及び部品の選択

自分の構想にあったケース材料と蛍光管を選択し,回路図及びス

ケッチをかく。

10/35(課 題)製作工程表の作成

加工順序 ◆使用工具について把握しやすくするために行った。

13～ 15/35(課 題)発泡スチロールによる模型作り

構想が設計要素 (機能・構造等)を 十分満たしているか検討する

とともに,照明器具の製作が円滑にいくように行う。

17/35～ 33ノ35(課題)木材を利メロした照明器具の製作

主体的に既習の内容 (木材加工,回路学習)を活用・応用する場

として行った。

～ 20/35(体 験・課題)組つぎ標本

組みつぎのけがきを行う上でのサホ・‐卜的役割として活用した。

29・ 30/35(体験・課題)配線標本

蛍光灯の配線を行う上でのサホ・‐卜的役割として活用する。

34/35(課題)ホ。ムヘ・‐プ『環境にやさしい生活ガイ ド』

ホ‐ムヘ。゚シ・を活用し,環境にやさしい生活の仕方や電気の有効利用

IFい
て気付かせ,日 常生活の中で自分のとるべき行動を考えてい

|

1

1
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(3)指導法の工夫

ア ロ標達成プリントの作成

目標達成プリントの作成にあたって以下の 2点 に留意 した。

○ 学習目標,日 標達成のためのステップを記入できること。

0 1時 間毎の授業の反省ができ,次時への意欲を高めること。

月 日(1嘔 IT'11議話勇

`翌
〔学習凛懸】

電気を光に変換する機器について調べよう
【学習目標】

学習目標を達成するためには

IIIII11lIIIIII11■…"・

【今日の授業で気付いたことや感想をまとめよう】

【自己評価】

具体的な学習目標を立てることができたか. ABCD

具体的な目標を達成するために意欲的に学習を進めるこ

とができたか。

ABCD

学習 日標 を達成す ることができたか。 ABCD

←どのような方法を使えば学習
目標を達成できるかを考え、

一見通 しを持つて実践 してみて、
気付いたこと分かつたことなど

を自由記述する.

←
t景舜策傍選憲響琴琴号琴篭≒萩ゥョ

考えをまとめ,発表し,他の意見

る。班を活用 した学習は,相互活

が可能と考える。そこで以下のよ

具の設計 (構想図)まで

ら電気の有効利用と地球環境まで

の場面を設定 した学習過程を基本

の授業の展開が可能となる。

イ 班を活用した学習の充実

自己認識,相互認識,自 己伸長の学習課程で,自分の

を尊重する態度の育成は,自 己伸長にとって不可欠であ

動がその基であり,こ の活動を通 して求める態度の育成

うに班を編成して実践することとした。

○ 班毎均質班・・電気と私たちの生活か ら照明器

○ 同一目的班・・照明器具の設計 (模型製作)か
ウ 指導案の検討

「個」の持ち味を発揮することをね らいとして,4つ
とした。このことにより,生徒一人一人に応 じた複線型
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場 面 内容

「つかむ」 教師の提示し
~だ

〒習課題百万Uで可百τ丁〒預頭
ろう。」「こんなものにしたい。」といった学習目
標をもつ段階。

「見通す」 自分の目標を達成するために、「この方法で進め
ていけば解決できそうだ。」といった見通 しを確立
させる段階。

「行う」 見通しに沿って実践を進める段階。ここまでは1~
教師は必要と思われる題材や教材をあらかじめ用意
しておく必要がある。

皿別指導も積極的に行う必要がある。
「分かる

0できる」

お互いの学習の成果を全体の場に出し合うことに
より、共通点や相違点を明らかにさせていく段階。
このことにより、生徒は自分と違う考え方や進め方
を知 り、お互い認め合いながら課題の解決を図って
いく段階。

(4)授業実践

この実践では,以下の 3名の生徒に注目して全体の把握に努めた。
<A男 > 1年 時の木材加工では満足のいく作品を仕上げることができ,故障した電気

機器の修理など先行経験豊富で,電気学習への興味関心が高い。
<B男 > 1年 時の本材加工では満足のいく作品を仕上げることができ,木材加工の技

能は中位であるが,蛍光灯の取 りかえ程度の先行経験 しかなく,電気学習にそ
れほど興味を示さない。

<C子 > 1年 時の本材加工ではあまり満足のいく作品ができず,蛍光灯の取 りかえ程
度の先行経験も全くなく,電気学習にそれほど興味を示さない。

授業実践 1_半 田ごての分解
(ア)抽出生徒の授業の感想

<A男 >

【今日の授業の感想をまとめよう】
卜り弓毎年へ.1く 。寡こπい/と ,1ぃ ぅ
′tル、り'|く し■` lЪ しんめ.

′た 形L歓 悸うハ‐

こじtあ 3の ■‐

4ヽ 11411口 しち 1ヽ夕 lを
い

要ぃら.

(イ)考察
A男 とB男 は学習の目標,見通しを自分で設定することができたのに対して,C子は周

囲の意見を参考にし,援助を受けながら設定した。半田ごての分解は 3人 とも興味を示し,

班員と協力し, ドライバーを使って積極的に分解していた。分解後,A男は,どのように
電気が流れていくのか,それぞれの部品がどのような役割を果たしているのか班の中心と
なって話し合いを進めていた。B男は,『それぞれの部品が電気を通す部品か電気を通さ
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ない部品かを区別 してから電気の流れについて考えるとよい』ということを班の中で提案

し,話し合いに参加していた。 C子は,話 し合いに最初はなかなか参加することができな

かったが,発熱体を観察 し,『 もしかしたらこれが電気エネルギーを熱エネルギーに変換

しているのでは』ということを班員に話していた。半田ごてを分解させたことにより,各

部の名称やはたらきが把握 しやすかつたとの声が多く聞かれた。全体として,困 ったこと

に対 して教科書,資料集などを参考にしながら課題を解決していた。授業後の感想の中で

A男 は,電熱器具を使用する時の安全性のことについて書いている。半田ごての扱い方に

ついて自ら考えることができたのは,製作学習において生かすことができ,非常に評価で

きる。

授業実践 2-綿飴機の製作 (2時 間完了)

(ア)抽出生徒の授業の感想

(イ)考察

ほとんどの生徒が初めて空き缶を使って綿飴を作るということで非常に興味を示してい

た。また,綿飴機に必要な部品・作 り方について目標達成プリン トを使い,どの班も順調

に話し合いを進めていた。

A男 は,家 にも半田ごてがあるということから,それぞれの部品への半田付けを意欲的

に行っていた。 B男 も家庭で父親が半田付けをしている姿を見て,一度経験 してみたいと

いうことで一部の部品の半田付けにチャレンジしていた。 C子は手先にあまり自信がない

ことから,最初は画鋲を使って空き缶への穴あけを行い,半田付けにはチャレンジしよう

としなかった。 しか し,班員の一人が上手に半田付けをしている姿を見て自分もやってみ

たいという気持ちがでてきた。そして,一つの部品への半田付けを行ったが,なかなか上

手くできず意欲が少し減少していたので,教師の方からや り方を資料集で確認 してからも

う一度行うよう助言 した。その結果 C子 も上手に半田付けを行 うことができ,『先生,半
田付けの仕方を資料集で勉強してからやったら上手くできたよ』と嬉 しそうに話してくれ

た。上手く工具を扱えない生徒への教師の支援・助言が生徒の意欲の増加に繋がることを

改めて痛感 した。また,B男 の授業後の感想にあるように,綿飴機を作って,綿飴を食べ

るということに終止せず,綿飴機にも電気回路を構成する電源,負荷,ス イッチ,導線が

あるということをおさえることができたと考えられる。

授業実践 3-グ ロースタータ式蛍光灯

最初の課題であるグロースタータ式蛍光灯に使われる電気・電子部品についての調べ学

習では,教科書や資料集を使ってスムーズに学習を進めていた。第 2の課題である直管形

の回路図を見て,実体配線図を完成させるという課題については,A男 とB男 は回路図を

読図し完成させたのに対 し,C子 は教科書を使って完成させた。第 3の課題である環形・

ツイン形の回路図を完成させるという課題については,B男 は『蛍光灯の形が変わっても

同じ電気 0電子部品が使われている』ということに気付き,自 分自身の力で完成させるこ

とができた。A男 の班は,まず教科書や資料集で調べたが掲載されていないため,何 とか

自分たちの力で完成させようと試行錯誤しながら課題に取 り組んでいた。 しか し,う まく

<B男 >
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いかなかったので,教師の方から『蛍光灯の形が違っても,使われている部品は変わって
ないよね』という助言を与えたところ,何 とか完成させることができた。C子は,環形・
ツイン形の回路図が掲載されていないためあきらめてしまい,結局教師の支援や班員の手
助けを受けながら何とか完成させた。この授業を通してB男 は回路図をかいたり,読んだ
りすることに自信を持ち,自 分の力を信じて課題を解決しようという姿勢が生まれてきた
ようである。

授業実践 4-構想のまとめ

(ア)抽出生徒のスケッチ

ち′ら
'ド・ヽ ト`

i 歩ら.

<A男 >
(イ)考察

<B男 > <C子 >

それぞれが光を通 しやすい構造にしようとェ夫を凝 らすことができた。電気機器の修理
などの先行経験が豊富な生徒は,修理をするためにはどんな工夫をすればよいか考えるこ
とができたのに対 し,先行経験が乏しい生徒は,故障した時のことまで考えることができ
なかった。しか し,一部の先行経験が乏しい生徒は,班員のスケッチを見て,『故障した
ときに直せるような形にしなくては』といった自分の構想の修正部分を見つける場面も見
られた。今後の模型製作においても,修理 しやすい構造の工夫が彼らに見 られると確信し
ている。また,「使い捨て時代」といわれる今 日,で きるだけ自分で修理 して使おうとい
う気持ちが今回の学習を通 して少しでも高まればと期待 している。

オ 授業実践 5-模型製作 (3時 間完了)

(ア)抽出生徒の授業の感想
<B男 >

:駐芸ずぶ:一

｀
毛り:ギ鷹:キ 111おセ君可i,f:彎

、   |、111'L・:多Ittililザ
百壺ンLЪ b亀 :・ ∴、、作んが°■妥3セ足う。
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Ltら かホ
響■ 子ヽゴヽ

(イ)考察

模型製作後,A男 は,作品上部が不安定であることに気付き,本製作に向けて形を改良
していた。 C子は,部品の大きさを考えていない配置,修理しやすくするために接合面で
工夫が必要なことに気付いた。

1年時に,木材で作るということをイメージした模型製作を経験 しているため,模型に
繊維方向をかき込む姿が多く見 られた。 1年時の学習を生かし,木材の性質を意識した模
型製作ができたことは非常に評価できる。また,模型製作前に『修理できる構造にする』
ということに気付いた約 30%の 生徒は, 1年 時にちょうつがいや磁石などを使用 したこ
とを思い出し,こ れ らを活用した作品に仕上げることができた。一方,B男 とC子を含む
約 70%の 生徒は,故障した時に直せる構造の作品にすることはできなかった。 しかし,

多くの生徒は,B男 の感想に見 られるような,模型製作を通 して『いろいろな問題が出て
きた』と書いていた。そ して,模型製作後の個人の発表により,『修理できる作品にしな
ければ』,『 ちょぅっがぃや磁石などを使えばいいのか』といった照明器具の本製作への
見通 しがついた。

以上のことより,模型製作を通 じて「この問題点を修正しよう」という目標設定する力 ,

「どういう方法を使えば解決できるか」という見通す力が更に育ったと考える。また,そ
のことが 「さらに良い作品にしよう」といった生徒一人一人の意欲の増加に繋が り,毎時
毎時に見通す訓練を行わせれば主体的思考力が高まると考えられる。

実践6-部品の取り付けと酉
(ア)抽出生徒の授業の目標達成プlJン ト

<A男 >

<B男 >
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<C子>
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(イ)考察

二人とも学習目標の設定にも慣れ,時間内に決め,ま た,学習の見通 しをする場面にお
いても,それぞれの解決方法を既習の目標達成プリン トや資料集などを用いて目標達成の
手法を導き,話 し合いに積極的に参加 していた。そ して,それぞれの見通 しに従って作業
を進めることができるようになった。
C子の感想にもあるように教師の支援あるいは賞賛が学習意欲の増加に繋がるというこ

とを実感すると同時に,教師のきめ細かい机間観察とタィミングをみはか らった適切な言
葉かけの大切さを実感 した。

全体においても,困 ったことに対 して自ら課題を解決 していく姿が多く見 られた。例え
ば,最初安定器とコー ドとの半田付けはどの生徒も四苦八苦する姿が多く見 られたが, 3
人の目標達成プリン トにもあるように教科書,資料集を参考にし,「 予備半田をする」と
いう解決方法を見出すことができた。また, 1年時の製作学習では,『ェ具の使い方を教
科書で勉強 してからやればよかった』と完成後反省 している生徒もいたが,今回は,キ リ
の使い分けなど工具についての確認を自ら行う姿も多く見られた。ここでも 1年時の木材
加工の反省が生かされてお り,評価できる。
(5)事後調査

ア 調査内容と結果

イ 考察

調査対象は事前調査と同一とした。その結果か ら,男女ともに学習意欲が増 し,「作品
に満足 している」との回答も多く,課題に対 して自力で解決の手法を考える姿勢がうかが
えた。また,限定する条件をなるべく少なくし,一人一人が使いたい蛍光管やケース材料
を選ばせ,各々が考えた加工法を行わせたことにより独創的な作品が多く見られた。また,

体験的・課題解決的学習を支援する教材・教具の活用により基礎的技術・技能を定着さ
せ,上位体験へ発展させることができた。

6 結果と考察・今後の課題
C子は,模型製作においてあまり工夫を凝らした作品を仕上げることができなかった。

しかし,模型製作を行ったことにより,自 分の考えた構想図の改善点を見出すことができ,

本製作への見通しがつき,構造面での工夫を凝らし納得のいく作品を仕上げることができ
た。B男 は,構想の修正についての話し合い活動により,電気 。電子部品の配置と故障時
に修理できる構造といった問題点を解決した作品を仕上げることができた。以下の写真に
示すように,それぞれが工夫を凝らすことができた。

【別紙資料集参照】
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<A男 > <B男 >
【抽出生徒の作品】

<C子>

学習過程の充実により,生徒一人一人が自己認識を深め,相互認識を図り,自
己伸長につなげることができた。

体験的・課題解決的学習内容の導入により,基礎的な技術・技能を身につけ,

失敗した経験から学んだことを深化,発展させたりするなど,生徒自ら主体的に

解決していこうとする姿が多く見られた。また,電気・電子部品の取 り替え,半
田付け等がしやすいようにちょうつがいや木ねじを利用したり,丈夫なケースに

なるようにいろいろな部分で組みつぎや補強金具を使うなど,木材加工での学習
が電気学習への発展にも繋がった。
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目標達成プリントの活用により,生徒一人一人が学習目標の達成に向けた見通
しを明確に持ち,直面した問題点にも既習の目標達成プリントを参考に学習をフ
ィー ドバックさせながら解決を図る姿が多く見られた。また,感想を記入する欄
や自己評価を設け活用させたことにより,成就感,次時への課題意識を持たせ ,

興味関心を持続させることができた。また,自 己評価項目を設定したことにより,

生徒に学習の主体者としての自覚を促し,自発的に目標の達成に努力しようとす
る意欲を向上させることができた。
班を活用した学習の充実により,全体の場では,自 信がなくて発言できない生

徒も,少人数の班の中では気付いたことを話したり,友達の意見を取り入れ自分
の意見を修正するなどの姿勢が見られ,学習に膨 らみを持たせることができた。
以上のように,生徒一人一人の発想を生かした授業を展開したことにより,生

徒一人一人が独自の発想を生かし,主体的に考え,作業を進める姿が多く見られ
るようになった。以上の結果から本研究で設定した仮説は妥当であったと考えら
れる。

実践を通して以下の4点が今後の課題としてあげられる。
○ 生徒の思考を更に援助し,効率よく作業を進めることができる目標達成

プリントの改善。
○ 学習速度の差,既習の技術・技能の差など生徒一人一人の個性に留意し

た支援の方法の更なる追究。
○ 自己評価,相互評価,教師からのアドバイスにより,自己評価能力をよ

り確かなものにしていく方法の工夫。
○ 次年度, 3年生選択技術でのセンサー付き蛍光灯への発展。
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主徳的恩者力を竃てる授業の創造

～技術・家庭縛のものブくりの学習を通して～

慶知爆甕圏丼市立味熱瑯響櫃

原田宗敏
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事前・事後調査結果
IQ2-ll 故障 した電気機器を修理 したこと IQ2-31 Q2‐ 1で 2.い いえと答えた人のみ

がありますか。
<事 前調査より>

調査項 目 全体

は い 8

いいえ 82

いいえ
(91.1%)

3-31 Q3‐ 1で 1。 はいと答えた人に聞き
ます。 自分で製作 した電気機器を

今でも使っていますか。
<事 前調査より>

調査項 目 全 体

は い 15

いいえ 51

答えて下さい。自分で修理 して使
お うとは思いませんでしたか。
<事 前調査より>

調査項 目 全 体

修理 してみたい。 60

修理 してみた くない。 22

修理 してみたい。
(73。 2%)

4。 日標達成プ リン トによって学習の

見通 しを持つ ことができま したか。
<事 後調査 よ り>

調査結果 全 体

できた 74

おおむねできた 16

あまりできなかった 0

修理 してみた

あまりできなかった
おおむねできた  (91:%ム
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6◆ グループ学習は自分の考えを広げる

ために役立ちましたか。

<事後調査より>
調査結果 全 体

大変役立った 51

役立った 35

あま り役 に立たなかった 4

9。 作品に満足 していますか。

<事後調査 より>

大変満足 している
3つ

1。 今後、故障した電気機器を修理 してみた

いと思いますか。
<事後調査より>

調査結果 全 体

修理 してみたい 32

取 り替 え程度な ら 45

修理 した くない 13

大変役立った
(57.1%)

10。 ものづ くりの授業を通 してあなたの

気持ちがかわ りま したか。

<事後調査 より>
調査結果 全 体

今以上に好きになった 19

嫌いだったが好 きになった 61

難 しくて嫌い 10

難 しくて嫌い
(10.写)

嫌いだつたが好きになつた
(67.9囃 )

以上に好きになつた

調査結果 全 体

大変満足 している 13

満足 している 64

あま り満足 していない 13

あまり満足してし
(1

―- 56 -一
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<事前調査> 電気学習に関する先行経験アンケー ト

2年   男0女

【Ql】  自分で蛍光灯や自熱電球の取りかえをしたことがありますか。

【Q2-1】 故障した電気機器を修理したことがありますか。

【Q2-2】 Q2-1で 1.は いと答えた人のみ答えて下さい。自分で修理した電気機器と

修理内容、修理時使用した工具を答えなさい。

【Q2-3】 Q2‐ 1で 2。 いいえと答えた人のみ答えて下さい。自分で修理して使おうと
は思いませんでしたか。

【Q3-1】  自分で電気製品を作つたことがありますか。

【Q3-2】 Q3-1で 1。 はいと答えた人に聞きます。自分で製作した電気機器と使用し

た工具を答えてください。

【Q3-3】 Q3-1で 1.は いと答えた人に聞きます。自分で製作した電気機器を今でも

使つていますか。

【Q4】 今後、電気機器を作ってみたいと思いますか。

【Q5】 次の工具の使用経験はありますか。

【Q5-1】 半田ごて

【Q5-2】 ラジオペンチ

【Q5-3】 ニッパ

【Q5-4】 ワイヤストリッパ

<事後調査> 電気学習を終えて

2年   男0女

1。 学習課題か ら学習 目標 を立てることができま したか。

2.学習 目標 を達成す るために努力 しま したか。

3.自 分で決めた学習 目標 を達成す ることができま したか。

4.目 標達成プ リン トによって学習の見通 しを持つ ことができま したか。

5。 学習 したことを自己評価 して次の授業への 目標が持てま したか。

6.グループ学習は 自分の考えを広げるために役立ちましたか。

7.模型製作は、構想図の問題点を発見 し、修正す るのに役立ちま したか。

8。 のこぎ りびき、かんながけなど木工具の使い方が 1年時よ り上手にできるようにな り

ま したか。

9。 作品に満足 していますか。

10.も のづ くりの授業を通 してあなたの気持ちがかわ りま したか。

H.今 後、故障 した電気機器 を修理 してみたい と思いますか。
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個 々 σDノ生 徒 CDf発 想 を ノ生 か Lた

授 業 展 開 の E_夫 東京都杉並区立東田中学校

数学科教諭 下斗米 八穂

◇ はじめに

この春より、縁があってバズ学習研究会に参加させていただ くことができました。

日ごろより、生徒の個々の意欲や考えとその交流を授業展開に生かしたいと考えており

ましたので、今後とも勉強させていただきたいと考えております。

今回は、現在行 っている授業の中に、バズ学習との関連性を探 し、報告させていただき

ます。この程度ですと、皆様実践なさっていることと思いますが、今回の研究会の討議材

料にしていただければ幸いです。

よろしくご指導 ください。

1.主題設定の理由

教室における一斉授業にみられるような『集団学習』においては、様々な長所と短所が

考えられる。

『集団学習』の短所の 1つ として、一斉教授であるが故の「個』の埋没の恐れがある。

生徒に取って受け身の授業が続いては、生徒は自分の考えが生きず、知識の埋め込みばか

りの授業にもなりかねない。

そこで、一人一人が主体的に授業に参加するため、個々の生徒の考えを授業の軸にして

いくことをめざした。生徒自身の思考力が、知識の構築の段階は元より、学んだ知識の活

用の段階に生きることを実感させ、次の学習の興味や関心につなげていきたい。学習が進

むにつれ、数学の学習体系が、自分の発想の積み重ねとして形成されていく実感は、喜び

であろう。

そのために、生徒個々の自由な発想を表現する場面の設定を、授業の展開に工夫する必

要を感 じた。

また、『集団学習』の長所の 1つ として、互いの発想を交流させることによる成果を重

視 したい。互いに主張 し合うことで、個人の発想の枠を超えた、様々な角度から視点を持

つことが可能になる。視野を広げ、発想の可能性を広げることもできる。

さらに、多くの情報を収集 し、数ある中から必要な情報を選択する能力も合わせて養い

たい。選択する過程で、新たな発想の余地 も生まれる。

これらの表裏一体の短所と長所に関して、短所を補い、長所を生かす授業展開をめざし、

上記の主題を設定 した。

2.目標と観点・注意点

授業の展開の中で、『個々の発想が生きていること』を、めざす。

その達成には、自分の発想が全体で認められ、その発展 した成果として学習内容が得 ら
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れたとぃう実感を、生徒本人が実感できることが重要である。

これは、まず、『① 自分の発想を持つこと』から始まる。そのためには、基本的な知

識や技術を習得することと、テーマに興味・ 関心を持つことが必要である。意欲を持って、

既習内容を活用 して、発想できるように、前段階の授業からの流れのある計画も大きな意

味を持つ。

次に、交流の基本は、『② 自分の発想を他者に伝えること、そして自分とは異なる他

者の意見を認め、新たな自分の意見を持つこと』にある。

しか し、これらには挙手の苦手な生徒 も意見を反映させ られる反面、日常の人間関係に

よって、逆に発想を主張できない場面 も心配される。教員の机間巡視で補いたいところで

ある

さらに、主張 したり、交流の中から生まれた『③ 発想が授業に役立つ』ことで、達成

感や充実感を味わうことができる。この思いこそが、学習への自信と、次の単元の意欲に

つながるのである。

以上 3点で、主題に沿った授業の展開を工夫 し、その成否を測りたいものである。

3.授業の展開例

① 範囲

第 2学年 単元名 平面図形 (三角形と四角形 )

節 名 平行四辺形

項 名 平行四辺形になるための条件

② 指導のねらい

平行四辺形は、平面図形の中でも興味深い性質を持つ四角形であり、今後 も図形

の学習において基本的な図形として活用される図形である。

その平行四辺形を題材として、演繹的な推論によって図形の性質を調べていくこ

との意味や方法に関心を持ち、理解できるようになることをめざす。また、定義や

定理の意味、仮定と結論を明らかにして証明することの意味を理解 し、証明を記述

することができるようになることをめざす。

この項では、既習の「平行四辺形の性質」の項にて取り組んだ平行四辺形を、性

質とは逆の、条件という点から考え、証明し、定理としてまとめ、活用する過程で

理解を深める。

③ 前時までに学習 している既習内容

コンパス・ 三角定規の活用方法 (角を移す作図方法 )

図形の証明の記述

三角形の合同条件・ 平行線の性質と条件

平行四辺形の定義 (2組の対辺がそれぞれ平行な四角形 )
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第 1時 導入 平行四辺形の作成 (プ リン ト1)

。平行四辺形のかき方を募集する

プリントに、定義以外の方法で作図する。

【※】

第 2時 検証[]13」 → 証明|コじl (プ リン ト2)

プリント2の配布                     【※】

それぞれの四角形が、平行四辺形であるかどうかを検討する

→理由を発表する

|コ団が平行四辺形になることを証明する

第 3時 検証L4J回→証明□回、まとめ (プ リン ト2)

O前時の続きとして、

□国が平行四辺形になることを証明する

。平行四辺形になるための条件

|」 2組の対辺が、それぞれ平行な四角形

□ 2組の対辺は、それぞれ等 しい四角形

□ 2組の対角が、それぞれ等 しい四角形

□ 2本の対角線が、各々の中点で交わる四角形

団 1組の対辺が平行で、その長さが等 しい四角形

をノー トにまとめる。

第 4時 比較国'、 応用

国'1組の対辺が平行で、もう1組の対辺が等 しい四角形

が条件にならないことを検討する

直接条件にならなかった作図方法 (自分の作図とプリント2の裏面 )

が、どの条件にあてはまるかを検討 (証明)す る。     【※】

応用の証明問題

【※】 ・̈発想の交流を行った場面

「

④ 本項の展開 (全 4時間)

第 1時～第 2時の 具体的な展開と、指導の留意点⑤

第 1 時
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。定義による平行四辺形を、三角定規の組み合わせにより板書 (5分 )

・ 前時の復習により、動機づけを行う。

・ この定義が、第 2時以後の条件回～国の証明の結論になるため、特に強調

して確認を行う。

。 (プ リント1)を配布 し、他の作図の方法を募集する。

・ いかに未知の可能性が残されているか、独自の発想の余地が大きいか等、

自分が生み出す発想に期待を持たせる。
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協力 し

。 (プ リン ト1)の添削

授 |   ・ 平行四辺形が作図できている作品には二重丸

作図跡が残っていない等、発想が認められる作品には丸

業 1    発想が不十分な作品には『 ?』 印とポイント

をそれぞれ書き込む

準 10(プ リント2)の作成

・ 表面 :条件□～L5nに沿った代表作品と、その発想を した生徒名

備 |   ・ 裏面 :間接的に条件を利用している作品の紹介

・ クラス毎にプリントを編集 し、準備する。

第 2時 卜1)を返却 し、各自確認・ 検討をする。(プ リ冽

一
涎

饉

一
冽

を
、

(5分 )

・机FB5巡視巡視にて、『 ?』 印の作品の生徒に補足説明する。

・ 机間巡視巡視にて、個々の質問に応 じる。

(プ リント2)を配布 し、それぞれの四角形が平行四辺形になるか

どうかを、 2～ 4人のグループで相談 しなが ら考える。

・ 周囲の机を合わせ、第 1時 とは別のグループを構成する。

同じグループ内で、プリント2の発想を持っている生徒の

発想の説明を受ける。

・ 協力 して、プリント2の作図の方法を検討する。

・ 相談によって理解 しきれない疑問点をまとめる。

(10分 )

【※】
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(15う))

【※】

ぜ

(15分 )

(5分 )

⑥ 発想の交流(【※】印)時の生徒の様子

第 1時= 定義を学習 してからは、ノー トに平行四辺形を描 くときでも、三角定規の組

み合わせによる平行線を引き、定義以外の方法を意識 して使 う生徒は少なかっ

た。本時でも、 2組の対辺が平行であること以外に、そう多 くの方法がある

とは予想 していなかった様子である。平行線と二等辺三角形の性質と条件を

学習 した流れより、まず平行四辺形の性質の逆に着目し、取 り掛かった生徒

が多 く見 られた。続いて、複雑にコンパスで跡を残 し、直線で結んで、平行

四辺形らしき図形を生み出すことを考え、中には、余計な作図を削除 して単

純な発想にたどり着いた生徒 もいた。いずれ、他者の発想が刺激と励みにな

り、ほとんどの生徒に意欲的な姿勢が見 られた。

第 2時 = 教員の添削(二重丸 )に より、自分の発想に自信を持った生徒は、主張にも強

い口調が聞かれた。他者に説明することで、証明の記述に至る姿 も見 られた。

また、自分の考えの及ばなかった条件には、予想を持ち、賛否を議論するグ

ループも現れた。議論が深まり、決着のために証明を用いることで、証明の

意義を学習することができた。

②のねらいは、発想と交流により概ね達成されたと考えられる。

⑦ 実践による今後の課題

第 2時、第 3時のプリント2に代わる方法として、黒板でアイディアを発表するなど、

発想を交流する方法は、より目標を達成できる工夫が可能であると思われる。 しか し、今

回は、学級の現状や、ここまでの授業の積み重ねが不十分なため、作図を板書 しなが ら発

表 したり説明をすることができなかった。日頃の授業の展開も含め、今後の課題点である。

4。  おわりに

ほとんどの教材で、生徒の発想を取 り入れて授業展開をする工夫は可能ではないだろう

か。但 しく授業の所要時間を展開の効率化によって確保する必要がある。その分、生徒が

実感できる達成感や充実感が、個々の発想の参加により得 られ、意欲と理解につながるも

のと思われる。今後 も、様々の方法を検討 していきたい。
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第 3分科会 lc教室

助言者

司会者

記録者

ともだちとの関わりを深めよう

杉並区立四宮小学校 望月保美

バズ学習を生かした生徒指導一授業形態等の工夫

尼崎市立大庄東中学校 前瀧康彦

生徒指導に生かすプリーフカウンセリング

ー解決志向アプローチを中心に

松阪大学 宇田 光

荻原克巳 (南山大学)

久保田滋 (芦屋大学教育研究所)

市川千秋 (二重大学)

木村幸夫 (豊島区立道和中学校)

鈴木 収 (春 日井市立高蔵寺中学校)

中村一裕 (練馬区立光が丘第八小学校)



声

友 た〕ら)と σDか か わ り ≧≧深 1礎)《工 う

酔J

期 儀

1.

近年、「rrしぃ学級の荒れ」が、ノ1     きな問題となつている。その原因の一

つとして、児童が、人とσ勁功北巧C経験が少ないことが撃ずらJ「ている。好 勧進

み、地域社会での     の遊びや、家庭内での子ども   功奪力が少なくな

つ■ る`為であるといわけQヽる。

生活層蒙よ 学校生ほ針歯

“

予うものであ観 そして、生活指導の目的よ 自己教育

力を高めることにある。そのためlコよ 「自分を知ること」 吹を知ることJが必要で

あると考え亀

よ 4月 に学級編制替えをした3年生である。小学校生活で初めての学級編

制替え■ 戸惑いや不安を感じている児童も多かった また、認められたい欲求が強く、

そ婉 郡稜さ縛謙 とヽ、7立き1呻■
―

もいる。学級全体として|よ    、

闘■のある脚 多 ゝ学級の中でよ 自分の考えをうまく相手に伝えられなかつたり、

格事夢事えが、勧 らゝノ罰つたりするた

“

トラブルもみ粥 。こ翔よ 渉改ちとの

力功北巧が少ないためである。そこ■ 学習や、その他学校生活すべて味 力功わ

りあいを深める場を多く持つことを大則こしたいと考畑 粧 した

2.

① 構成的グループ・エンカウンタァを活用した授業を月2.3回実施しする。毎回ふ

りかえり,訴予 カヽードに記入す孔

② 児童の変容を見るた           佃劇茂雄 崩壊しなし畔初経営を

めざして     1998)を 実施して、          ちに対する

耐     る。

③ :鮮群署を解当芹習に取り競 。

生活指導のデ興として、清掃指導を取り_Li日常活動と意識の探まりを考えて

刺 と    乙
0日常活動 そうじピカピカライ騨疑今日のヒーロー・ヒロイン

0深まりを考えてのほ謝,      「クリー

3.実践

① 構成的乃レデプ・工幼 ウンタ

構成的グループ。エンカウンターの5つの目的①自己理D解 ③自己″
牛
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受容 C信頼体験 C感受酬 ;漣 齢聞け`るように また、児瀬の実熙J口し
てエク‐

ハ ヘえ趨酬画を立てた

本来、構成的グルー/_‐ンカウンターlよ 目警1鶴 らヽ・切り離された非日常の中
で実施するものである力ヽ 学校、犠ンJ■校の場舘ょ 児童が幼く、日常と非日常
の囲 |"■|ザ浅こ壮来なし、ここでよ 構成的分レ プエンカウンターのエクリ
ズをあくまで友だちと励 功t)り方を知るための一つの手法として活用した

実施した|1脚グループ・ェンカウンターと目的

実施月日 エク湾 ぺ葛 目 的

4月 7日 名前集め イ」L「菫f,IIり17

4り可14目 カム 0オン 醜

4月 28日 名束1数 早

5月  6日 カム・オン 感受注

5月 15日 こおりお1こ イ

5月 21日 鉛筆トーク 自己遇艶早・    牢

6月 10日 カム・オン 感受性
6月 17 日

6月 剛[日 こおりおに イ

7月 15日 ありがとうカード

7月 17日 一学期がんばったこ

と
自路

9月  8日 嘲 感受性

9月 18日 ム

ワークゲー勾

感受性

10月 8日 あなたの○○が好き
t

自己週助早

10月 12日 ブラインドウオーク
11月 18日 感受性

②

岩毛尽評弥臓雄野費動ミ、標町ヒした 畔級螢節叛勢択度JIよ 12項目のア
ン‐ 卜を取り、学彼村GDいじ伊凛鶏達け唯 、適ほ劉館疑錮健する 味

侵墜謳酬醜:A」 (7～ 12の噸i日)と、         議 らね るヽカミ′いを

許せる級友の存在の程度を測定する「承認因子 :B」 (1～ 6の項目)の A、 Bの

得点を較 し    とし、児童継k    ttαだ編ti熟研鶴み雀だい らヽ螺 点を
求めるものである。

学級生活満ヨ曳尉勢よ 学級の児童の変容を見るため|こ 1学期5月 14日に一

回日、2学期 11月 %日にT同目を実施した
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学級生活満足度尺度集計座標 199'.∫ 。ノ1.

下図のように引回目州 よ 侵害

イ載籍蜘群に2名、報 籠野輔醍群

に1名、非承認群に9名 となつた

学級生活満足度尺度集計座標 !守 99。 fl.ユ
`。

・       ▼承翼田点σンケートhC卜008計ω

回目は 構成的″ プ・工幼 ウンタ

ーな 1慎郵狭施したり、     齢課国の

指導や   を取り入れた「クリーン渇軍蜘

を実施したりした後の 11月 26日に実施しに

結果よ 瑠 )よ うである。学級の29名の雇勧 、`

弓嵩縄建生ゴ活厳埼閃謳ギ熙こノゝり、 3411よ ブ     動 ナL

③ l蘇群署魯鑑譜野習l頭更り轟

・ 日1瀬簡動 に うじピカピカ畑

グループで分担の場所を力を合わせて掃除する。掃除中にみんなの気付力ない

よシ雷      じ0政メ式囀に

「

生懸ねじQ漱 を ル今日のビーロ=、

ヒロイ4と して雌 で出魂 帰りの針Q害    る。

・ 深まりを考えての活動

7   を予う   えたり、辞 り、様 したりする中0議諦鴨朦そ

―

曝熟睦囀わて行へ 自分のしたいことを決められるようになると考え

実施りL
栖

(1)響分ど のIA―

・協耐∈耀発進めるた瑚こ 相ヨ郷暉瞬の‐ る分レ プ

難 事のメン ‐

相匿の信頼関係があるグループ

になるようグループを閥成しフL
(2)1学畢覇深適郵DItk

・異質グループであるため、依存関係にならないよう|ミ ー人=人
に課題雄

亀

(3)言葉がけのできる工夫

・ィルレ プ学習の分レープをまわることてk認める調 けゞを工夫する。

菫嚢蓬遷:重運理理≡
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(4)役静|を明確にする工夫

・グループの中で、下人‐役 (司会、記録、〕由嶽 チェック)を分担し、グル
ープで羽静聯腕爛たせ孔

(5)奇編習りり澄影DI夫
・協同学習の脱 取り″測L個人甕 リーダニシップの分担 G静知

村 る。

棚 洒

国 ヨ
餌 社 会 科 理 科 道 徳 学 級 活 動 清 掃 活 動

Ｆ

Ｉ

↓

「式 、そうじ

をするのだろ

う?

そうじた
・
カピカ

購

どのようlξ

そうじをした

らよしVりしろ

う。 ¬
7,ワ聯験隊

探険して、も
つと知りたい

と思つたこと

議ドよう   。ゴミの中の
。リサヘクル 虫
・事議道具  (ダニ、ハ
0お謗場所  工、葺 プリ

なυ
・ 機

―
―

―

―

―

●

数
。そうじと自

分

<           >

A児 :そ うじな 自分たち   た潮す ることが減 つて握動濠 り つた

B児耀K協力し   ことやご夕判街驚ご予つてほおき草のことなどを教えても

らったのが節 つた

C児 :竜禁e→額   本が、できたのが良力つた。もつと調ド学習をしたし、

4実践のまとめと

意図的な構成的力‐ プ・エンカウンタ    と、学習酒訓こ   の方法を取
り入れたことにより、    力わり|よ 深まり、     ある学囲謝 る満足度
は高まった。また、友だち同士が   も深まっている。学習活動の中に協同学習を
取り入れたこと|ょ 自分が、不警調こ思つたことをグルーI元引挿]と励ましあっ銀
まとめていくキ選 を通して、力功北)り の大切さも自ずと学習した 雑 、    鑢
潮蹴護ご勧 て鋼雌狩菊螺酬め■ きヽれ 、
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バ ジで 篭芦 雇罫 覆缶 た糧 か lン プ■ た経 希む キ旨 箕撃

一 授 業 形 態 等 の 工 夫 一

兵庫県尼崎市立大庄東中学校 前瀧 康彦

1 はじめに

現在、中学校は不登校生徒 ◆校内暴力・ 学級崩壊の増加など問題が山積 していながら毎

日の学習実践を積みつつさらに新学習指導要領の準備 とかな り忙 しいスケジュールの真っ

只中にある。そのうえに授業以前のいわゆる “問題行動に対する生徒指導"に取 り組むと

き、まず最初に考えなくてはな らないことは、問題行動に対する対処療法である。しか し

、 “学校のあらゆる教育活動の中で、生徒一人ひとりの個性の伸長、社会的な資質 。能力

の育成、自己実現できる態度の形成を援助 し自己存在感 を持たせることである"という生

徒指導本来の目的を達成するためには対処療法だけでな く “開発的生徒指導"を行 う必要

がある。即ち、中学校では教科担当としての日々の授業改善が必要なのである。

中学校では、 “高校入試"と いう現実があるので、一斉指導による授業が主流にならざ

るをえないとは思 う。 しかし、そのことや多忙を理由に授業改善・ 工夫に取 り組まないこ

とは、学習活動から脱落していく生徒を増や し、問題行動も増える一因となる。従来の知

識を教え込むような授業のみに片寄るのを改め、子供たちが自分で考え、自分の考えをも

ち表現できるような力の育成を重視 した指導が必要である。

2 社会科学習の実際

<授業のパターン>

①一斉授業 (講義式) 黒板とチョーク・教科書という従来の授業法。どうしても教師

の説明が中心となり、学習活動を活発で意欲的に展開するのは一部の者 (主 に成績上位群

)になりがちである。 (教師が主役になる授業は避ける=授業中に教師が喋れば喋るほど

子供が生きない)

知識を伝授するには,有効であるし否定はしないが,単に知識の量だけを学力というよ

うな考えは,こ れからの教育では通用しないことを意識した上で,一斉授業をする必要が

ある。

②班学習―その1-
成績の上位下位を問わず学習に参加させることが大切であり自ら学ぶ意志と方法を育て

るため班学習を取 り入れている。

→ → →発表 (補足・修正 )

1時間中、班学習 (話 し合い)を させるのではなく、一斉指導でおさえた事項を課題に

する形で班で話し合いをさせる。
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<実践例> 99年 2月 実施の校内研究授業 (社会科 :性教育)

③班学習―その2-

→調べ (教 え合い) 発表 (答 え合わせ )

例 1「今日は, 日本の国会のしくみについてのプリントをしよう !

教科書と資料集を使って調べてみよう !」

この場合は 1時 間中、班を回り各班・各自の進行状況を把握・観察するとともに個別アド

バイスや生徒との会話を楽しむ。

生まれたばかりの赤ん坊に男女の違い

(性差)は何があるだろうか ?

15年 後の現在ではどうか ?

“～ ら しさ"は
誰が決 めた のだ ろ う ?

。次の話の中に不合理な点はないか?

“父親と連、子が ドライプに出かけ事故に

あつた。父親は即死し虐、子は重体で病院

に運ばれた。手術室で彼を見た外科医は

「これは私の息子だから私には手術でき

ない。だれか他の医者を呼びなさい」と

言った。"

・資料を見て、内容を読む。

。法 整 備や制度 的 には 一定 の成果 はある

しか し、 本質的平等 には何が必 要か、 自

分の経 験 や 次 の 資料か ら男女 が本質的 に

平等 にな るた め には どんな課題 が ある と

思 うか ?各班 で 話 し合 う。

・話 し合 いの結 果 を発表す る。

・ い ろい ろな意 見 がで ま したが君 自身は

どう考 え ますか ?次 時 は先進 国で |ま 、 ど

んな様子 か を見 てみ ます。

・性器の違い 。服装の色

・スカー ト、ズボン、髪型

・俗にいう ～らしさが出てくる

かわいい、やさしい、おしとゃ

教師の支援

生殖機能の差については

変更は不可能であるが、

服装や髪型での～らしさ

の面は社会的性差で変更

可能であり、性格的なこ

とは男女関係ないことを

知る。 (個 性である)

はっきりした理由はない

外科医=父親のように

～は男性というのは思い

込みの社会的性差 (ジ ェ

ンダー)で あることに気

付く。

掲示する資料より、指名

して確認して、次の資料

を配布する。

。既習した法律等について

概要を思い出すとともに

新聞記事より最近の動き

を知る。

・いかに男性が優位の社会

通念が多いかを知る。

学習内容と教師の働きかけ   1学翻態1  予想される生徒の反応

1全

小個

t≧『IttL行

動的、
1っ

ぱり
|

。何 とな く  。昔か ら

・絵 本や 童話  ・親か ら聞 いた

。父親 は死 んだの におか しい→

・意 味が合わな い

。意味がわか らな い

・スウエーデンやイギリスなどの

女性は年齢に関係なく仕事をし

ているが、日本や韓国ではある

時期から少ない。

・職場への女性の進出

・女性の政治への参加

・男女ともの意識の変革

。男は仕事、女は家庭という考え

。男女の育児、家事の協力
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<班編成>

(1)人数

・ 4～ 6名 (男女混合 )

(2)編成方法と編成替え

・無作為抽選   。名簿の順   。等質分団

×能力別→人間関係や人格発達上で問題,なかよし同士

。4週間という実践例が多いが,学期 ごと

(3)班長

・班活動の効率をあげるための推進役だが,教師の代わ りでない

。できるだけ大勢に班長の機会を与える

(4)班内の席

。班長は誰とでも話しやすい位置に,発言の少ない生徒への配慮

◆隣接も対面も異性 (相互理解に肝要),問 題生徒同志が隣接 しない

3 困難点や問題点の解明

職員間で話をしていると「私には班学習できないワ」や 「班学習 してもうまくいかない

」などという話を聞くが、その時の困難点や問題点は以下のように集約される。

(1)授業の進度が遅れるのではないか

学習はすべて班学習・話し合い学習でない。一斉授業 もある。教師自身が指導計画の中

に教え込むことと話 し合うことの区別をしっか りと位置付けてお く。

(2)上位生徒が足踏み状態になるのではないか

他人に教えるということによって,不確かな点に気付 いた り,一人では分からないこと

が発見できた り,繰 り返すことによって理解が一層深まった りする。

(3)依頼心が助長され,個人思考が深まらないのではないか

班活動であるが「まず 自分で考える」 という鉄則を指導する。教師が話 し合いの指示を

するまで各自で考えさせる。

(4)無駄話が多 くなった り騒がしくな りがちだが,ど うしたらよいか

約束や話 し合いのきまりを徹底させる。→学習のしつけ

「誰かが発言 しているときは静かに聞こう」 「学習に関係ないことは話さない」 「先生

の指示をよく聞く」など

話 し合いのタイミングが悪 い、課題が不明確、話 し合いの時間が長すぎるとき→騒が し

くな りがち
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4 学習指導と評価のあり方

(1)教 師か らの評価

授業改善が進んでも従来通 りの知識の量を測るようなテス ト問題ばか りでは、新学習指

導要領での “学力"と は言えない。社会的な思考 0判断の力を評価するためのテス ト問題

や自分の考えを書いて表現できるように記述式にするなどの工夫も必要である。

<テス ト問題例>

【1】  右の日本国憲法A～ Cを 見て,次の各問いに答えなさい。

(1)Aは 日本国憲法前文です。 ここに A

述べ られている三つの基本原則は何

ですか。

(2)Bで の 「象徴」という言葉は,天
B

皇をどのよ うに位置づけているか説

明 しな さい。

(3)Cの 条文か らすると,あ なたは自 C

衛隊の存在が憲法に合っている (合

憲)か ,違 っている (違 憲)か ,ど

ち らだ と思 いますか。また,そ の理

由も書きなさい。

日本国民は,正 当に選 挙 された国会 における代表者 を
通 じて行動 し,わ れ らとわれらの子孫 のために ,緒国 民
との協和辰 よる成果 と,わ

だ昇含 走I言 箸昌悪曇軍:修存 ら度恵沢を確保 し,ょ 政府θ

禍が起ることのな いやうにする ことを決意 し,こ こに主
権が国民に存する ことを宣言し,こ の憲法 を確定する。

第 1章 天皇

第 1条 〔天皇の地位じ
・
ょ露民主権〕

ぁ百暑|ま L月壼屋:言主甦万E::曹軍昌蟹38馨警曇
く。

:     ζ言:[雪言「II言 ::鮭通費覆
武力の行使は,国 際紛争を解決す る手段 として は,永 久
に員島を放棄する。
②前項の目的を達するため,陸 海空軍その他の戦力は1

これ を保持 しない。国の交戦権 は,こ れ を認めな い。

生徒一人ひとりの学ぶ意欲や思考力・判断力・表現力などの能力を評価学習の過程を重

視 した り,生徒のよい点や進歩の状況を評価する。自らの学習過程を振 り返 り,新たな目

標や課題をもって学習 していけるよう評価することが大切である。

(2)生徒か らの評価

教師自ら授業・教材研究を行い授業改善に取 り組むことは大切であるが、いくら自分で

満足 していても授業を受ける生徒がどう感 じているかが問題である。我々の仕事は所詮、

自己満足であるかもしれないが、生徒がどう感 じているかを知 り、よ リー層の授業改善を

図る目的で、年度末に生徒に以下のような様式で授業の評価をさせている。また、最後に

その集計を掲載するが、ほとんどの生徒たちが班学習は「みんなでできるか らよい」 と答

えている。
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0 <社 会科>先 生 の 通 知 表
この 1年 間、お世話にな りました。今後の参考にするために以下の項 目で先′liを 評価 し

てください。成績には 切́関係ありませんので、本音を書いてください。

0 <社 会科>先 生 の 通 知 表
この 1年 間、お陛話にな りました。今後の参考にするために以下のlri目 てハ:ノ liを 二|(11し

てください。成績には 切́関係ありませんので、本音を書いてください。

0 <社 会科>先 生 の 通 知 表
この1年 間、お世話になりました。今後の参考にするために以下の項目て先ノ

|:を 再`F価 し

て くだ さい。戊績 に は 切́関係 あ りませ ん の で 、 本音 を書 いて くだ さい。

Eよ も:l,>

t プリ1ぢ プ毛
感想 。所見

D,Eや 1、 2を つけた人は今後Ci

bに何メIい か具体的に11ヽ てく|

ださ:ヽ 。納得したものは置します01

のか
｀
ま恭介フたネー タ

DQ｀ )ン トト ヽ卜〕ぎ3で PI

班学習について

5段 階 で 示 す と し た ら
|

感想・所見  |
1暁 庄はずゲされtlだ

:ヒ
|

D,まこちをつIti:今 後の||ク孝
腎ψttF里 I L41多
t'tr,.tr61,*rr*ILtfo i 7J' 44

ξ苺羊轟Ъ:糧 み1
Ĺり撼命款え■いただ

｀

で
｀
した。 4坪 爾

「
本当
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0 <社 会科>先 生 の 通 知 表
この 1年間、お世話にな りました。今後の参考にするために以下のlFl‖ で先′liを 評価 し

てください。成績には ‐切関係あ りませんので、本音を書いてください。

学  年
|

評価の基準

ABqD①
AnCD①

ABC① E

名

評価 の基 準    <Atて もよい Bよ t｀   C骨 l  D ti:  Eま も:い >

項     目

声の大きさ

2

rヽ グは、l し ⊃

テス ト問題について Aの C D

戸F」丁
~「 ~|

1_重FT'Fい王二 :

1ヒ
リ
r_■■1__J

41熔 の哺鄭明につ
～
▼て

|

lTl‐ TI二
~~丁~|

テス ト問題について

n B c@ ri

A BC)D E

A I1 01_i「 l

OBCDE
テ ス ト返 しにつ いて

IA r3 C D EI

マ… 孝ィ′ィハ贅ィοに}ぁ 「晰 が
=´

く,,■ 2

1｀ らみレ〔し1)。

III二_彊I:巨■__
|す     t     l    ⌒ _ _

_J_二_1ンJ止
IL_上

_t_ピ θl=l_

ハ Bc)D E't Ll ,j'4lit,\ ,

ブ矛41フ ォ三ι簿,ウ



む <社会科>先 生 の 通 知 表 集 計 結 果

評価の基準   < Aと てもよい  Bよい  C tt  D悪 い  Eとても悪い >

項 目 評 価 の 集 計 結 果

声の大きさ A  B  c  D  E
71%  10%  10%   7%   0%

2 黒板の使用 について A  B  C  D  E
18% 32% 44%  4%  0%

3 プリント (資料)

について

A  B  C  D  E
25% 29% 36%  7%  4%

4 内容の説明について A  B  c  D  E
32% 46% 14%  4%  4%

5 テス ト問題について A  B  c  D  E
36% 46% 18%  0%  0%

6 テス ト返しについて A  B  c  D  E
14% 14% 61%  8%  4%

7 班学習について A  B  c  D  E
54%  21%  21%   4%   0%

8 質問について (中身、方法等) A  B  c  D  E
18% 29% 43% 10%  0%

5段階で示す としたら 5432■
14% 64% 18%  8%  0%

5  叢尭わりに

平成 14年度か ら実施の新学習指導要領では,学校 5日 制導入にあた り,生涯学習時代

に向けて子供たちに “生きる力"に育成を唱えている。生徒指導が,個性を伸長 し自己実

現を図るという目的であると考えるとき,学校が 日々の授業等の中でよ リー層の開発的生

徒指導に力を注 ぐ必要がある。

今年度は 「学級崩壊」の問題 もクローズアップされ、少年非行も戦後第 4の ピークであ

ると言われている。 この原因の 1つ は、自律心のなさと親 と子 ども、先生と生徒、生徒同

士のコミニケーションの不足であると考えられる。バズ学習の基本精神が生徒間、先生と

生徒、親子での人間的かかわ りを大切にするということか ら、学校が 日々の授業等の中で

大いに利用 されて授業改善が進むことを期待 したい。
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召三多経 キ旨 華撃 いこ 召Lか ｀
づ
~フ ゛

リー フカ ウンセ リン ク
゛

…… 角翠 らそ 夏罫
「

範 ア フ
〇

ローチ 罐ン 嗜 LE卜 をこ

松阪大学 宇田 光

1 ブ リー フ・ セ ラピー (短期療 法 )

0短期 : クライエン ト、カウンセラーともに負担が少なくて済む。

長期にわたる「本格的な」治療と効果に差がない。

・精神治療のコス ト 短期間に治療を終えないと困る現実 (保険)

・困難な事例、逆効果がこわく内面深く入れない事例 (PTSDな ど)。

・二つの研究拠点

1) MRI(カ リフォルニアにある研究所 ワツラビックら)

問題を解決 しようとして陥る悪循環に着目する。

「戦略的」 (飩rategic)な 見方をする。 リフレイミング技法など

2) BFTC(短 期家族療法センター、ミルウォーキーにある研究所

ドゥ・ シェイザー、キム・バーダ)解 決志向アプローチ

2 問題志 向の限界

FHD題 志向 : 診断 し、「問題Jを発見し、 (し ばしば内面にある)「原因」を

探り、除去して治す ・・・ 事故の際の対処、ガン細胞t不登校

1)||「善くするに:ま、悪いところがなければなら,なしヽ1

2)過 去指向である

3) 内面を深く掘 り下げるので時間がかかる (と 仮定する)

3 解決志 向アプ 甲ァチ

1)理 論の特徴
。問題を直接扱わないG何が問題なのかを知る必要はない。

・ リソースや問題の「例外」に着目させる。

うまくいかない解決法が用いられていれば、別の方法を考えてもらう。

「クライエン トが一番良く知つている」 ⇔ 教師の立場

2) 面接の手順
0宿題を出す、初回面接、来談理由を確かめる
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・「カスタマー」、Fビジター」、「コンプレイナン ト」のどれかを見極める。

・コンプリメン トで支える。

質問技法

a 例外 問題が少 しだけましだ と思つた時は、どんな様子だつた ?

b 結果  「問題が解決 した ら、まず どんなことをするかな ?」

ミラクル・ クエスチ ョン

「奇跡がおこつて問題が消えて しまつたら、どんなことでわかるで し

ょっか ?」

c スケーリング・クエスチョン

d コービング・クエスチョン うまくいつた対処方法をもつと多くc

3)意 義、展望

・ 学校でやれることは限られているため、実際的な方法である。
e心 理的な負担が少ない。

・ プライバシーに深入 りせずに対処できる。
。 今までと180度違 うものの見方が必要。慣れるのに多少時間がかかる。

4学 校 で よ くある問題場面への応用

1)遅 剣の指導
「最近遅れずに登校できたときには、どんな工夫をしていたのかな ?」

「早く来るとどんな気分になるかな ?」 (宇 田、有門、市川 1999)

2)乱 暴な子に、我慢のこつを教えてもらう。
「君はすごいな、そんなひどいことを言われて、どうやつて我慢 したの ?」

3) 学級カウンセ リング

学級崩壊への対処 スクレア (翻訳中)6章

<文献>
アマティー、Ee S.著  市川千秋 。宇田 光 (編訳)1996 学校での問題

行動をいかに解決するか――短期戦略的アプローチの実際 二瓶社 2000円
デュラン、M.著 市川千秋・宇田 光 (編訳)1998 効果的な学校カウン

セリングーー プリーフセラピーによるアプローチ ニ瓶社 2400円
スクレア、G.B.翻 訳中 うまくいく学校カウンセリング ニ瓶社
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第 4分科会 1轍室

助言者

司会者

記録者

一人一人の活動意欲を高める活動の工夫

杉並区立泉南中学校 惣田修一

磨き合う生産的な対人関係処理能力について

創価大学 関田一彦

岩田鎮人 (春 日井市生涯学習室)

石田裕久 (南山大学)

後藤東一 (土岐市立泉中学校)

大脇希文 (春 日井市立藤山台小学校)

田中誠一郎 (八王子市立第一中学校)



一 人́ 一 .人 の 学 習 意 欲 を 高 め る 活 動 の I_夫

杉並区立泉南中学校 惣田 修一

*ねらい

授業にゲーム的要素を取 り入れ英語に対する興味関心を高める。

*ね らい設定の根拠

。「ゲーム」には、自然に引きつけられる不思議な魅力がある。

・生徒の学習意欲を高めるためには、日頃の教育活動の中で、できるだけゲーム的

要素の多い活動をすることが効果的である。

ゲーム的要素の多い学習形態

1.Bingo<ビ ンゴ>

① 目標

・WorrrlEng up

・ New wordsの獲得

・ 簡単な会話の受け答 え

② 指導過程

・毎授業、最初の数分を使つて行 う。

・簡単な例文や、派生語、同意語、反意語、など幅を広げる。

③ 留意点 (評価の工夫)

・スピーディーに行 う。<リ ズム>

・ ビンゴ賞 (ス テッカー。外国のコイン。)

・点検の際にプラスの評価

2.LetteF Hunt<レ ターハント>

① 目標

・スペリングの確認

② 指導過程

・アルファベットカー ドの作成

。Palr Work(ペアーワーク)、 Group Work(グ ループワーク)で得点を競わ

せる。

③ 留意点

・取つた得点を記入し回数を決めて (た とえば 10回戦)で行 う。

・男女別で競わせる。

・ リーグ戦で競わせる。
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3.Drawing Pictures<お絵かき>
① 目標

・正確なリスニング能力と創造性

② 指導過程

・事前に新出単語の充分な練習

・ひとつひとつの文をゆっくりはつきりと発音

・ グループワークで行 う。

③ 留意点 (評価の工夫)

・絵の評価を生徒全員で行う。

4。 Making a story<物語 >

① 目標

・絵の内容にあった適切な文を英語で表現する。

② 指導過程

・童話や日本音話が漫画になつたものを使って英作文させる。
・原画を元に絵を描かせる。

・発表の時には、絵をバラバラにして、ATにその順番を考えさせる。

③ 留意点

・多少の文法的なミスは、できるだけ無視 し、意.味が伝わるか伝わらないか、

をポイントにして英文をチェックする。

・グループで協力し会うように配慮する。

5。 English SOngs<英語の歌>
① 日標

・ リスニング能力の向上

② 指導過程

。英語の歌を聴きながら、プランクを埋める。

③ 留意点

・生徒の興味関心が持てる歌を選ぶ (タ イムリーなもの、発達段階)

6.Cuess WOrd Came<単 語推理ゲーム>
① 目標

・語彙の拡大と確認

② 指導過程

・ グループに分かれて、単語を推理する。

・推理の仕方は、数当てゲームと同じ。

③ 留意点

・グループで得点を競う。
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磨き合う生産的な対人関係処理能力について

倉          聞功孝貯受

関田 一彦

はじめに

グループや班で活動させるとき、「みんなで仲良く○○しなさい」という指示を

出す先生がいる。しかし多くの場合、期待するほどの成果が上がらない。“仲良く"

することを強調して悪いわけではない。問題は、 1)どのような振る舞い力V中良

くするということなのか、そして2)仲良くすることと○○することがどう関連

するのか、はつきりしていないことにある。

グループで課題に取り組ませる場合、お互いが一所懸命にグループに対する責

任を果たすことでのみ良い結果が得られるような課題であれば、その作業は協同

的なものにならざる得ない。表面的に調子を合わせ、付和雷同すること力Y中の良

い取り組みではない。時には意見を対立させ、課題に即してメンバー同士がぶつ

かり合うことが、より良い成果をグループにもたらすこともあろう。協同作業に

おける自らの責任と役割を自覚すれば、いい加減な妥協はメンバーに対しても自

分に対して不誠実であることに気づく。表層的な親しさに安んじてばかりでは本

当の信頼関係は築けない。従つて、取り組みの始めに仲が良いかどうかではなく、

協同作業の結果として相互信頼が深まるような課題や指示を教印ま与えなければ

ならない。

本稿では以上のような認識に立って奨励したい取り組みとして、集団活動にお

ける多様な易藤や対立を生産的に処理し、価値的に転換 していく技能の育成を、

ミネソタ大学のジヨンソン兄弟が研究開発してきた協同学習技法に基づいて述べ

てみたい。具体的には、対立を消極的に回避するのではなく、相互理解を深め、

より洗練された思考や作品を生み出す機会とするために指導・導入したい視点や

活動を四つほど紹介する。

1.建設自慌輪 去

例えば遺伝子組み替え農業について賛成と反対の立場から論じ合う。互いの立

場から相手を論駁しようとする試みは簡略なディベートととも見なせよう。ただ、

この後がディベートと大きく違う。一通り相手の主張を聴いたらば、今度1卦目手

と立場を交代して、再び論駁を試みるのである。つまり、賛成派だつた者は反対

派として、今まで反対派であつた者を言漸尋するのである。逆に反対派であつた者
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は、今度は賛成派として反論するのである。これを視点交換という。さらに、視

点交換して一通り互いの主張を聴いたらば、次に双方の主張を活かしながら互い

に協力して統合的な解決案 (折衷案)を一つ創るのである。この一連の活動を建

設的討論法 (constructive controversy)と 呼ぶ。

この方法で、トピックの理解が深まるばかりでなく、子どもたちの小集団技能

育成に関して少なくとも三つの効果が期待できる。

1)視点交換するために、真貪引琳目手の主張を聴き、自分のものにすることができる。

2)相手の人格ではなく、その主張の論理や合理性に焦点を当てて批判・反論できる。

3)互いの立場を尊重しつつ、より良い解決法を考えるために協力できる。

意見や利害の対立に際して、相手の立場や感清を全く顧みることなく自分の主

張を通そうとすれば、その人との関係は非友好的になりやすい。特に相手がこち

らの言い分を認めない場合に、それ1卦目手がこちらを嫌つているとか、愚かであ

るとか、偏屈であるとかいった見方をしてしまうと、どうしても本目手の人格をリト

難するような対応に出てしまいがちになる。討論の際に相手の人格を攻撃したの

で1撼情的な対立は深まっても、論議されている問題の多面的、多元的な理解は

深まらない。そこで、この活動を用いるときには必ず「相手の人格を責めるので

はなく、特定の言動を批判する」ことをクラス全体の合意事項 (言舌し合いの規則 )

として石薔忍しておく。

2。     翻‖練

建設自慌輪 去は学習課題に即した意見対立を意図的に発生させ、それをより良
い解決のチャンスとして活かす体験を学習活動の中に組み込む仕掛けである。と

ころが実際の学校生活で子どもたちが直面する対立や易騰は突発的であり、教師
の視界から外れたところで発生しやすい。では、“けんか"や “いじめ"といった

生活指導上の葛藤については対人技能を伸ばすチャンスとして利用できないのだ

ろうか。

利害の対立について当事者たちが互いに交渉する能力 (ne9otiation sklll)が

高ければ、その対立は必ずしも破壊的な結果で終わらない。むしろ、交渉を通し

て相互の立場を理解し合い、易藤が生起する前より、葛藤が処理された後の方が

人間関係が良くなることもあろう。対立や葛藤を過度に恐れ、必要以上に回避す

るのは葛藤解決のための交渉技能が乏しいか、自らの技能に自信がない場合が考

えられよう。

そこで教師は、クラス全体に対して次のような交渉手順を様々な機会に繰り返

し指導することが必要となる。
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1)当事者は互いに自らの欲求を明確に述べる

2)当事者は自らの気持ち (感1青 )を明確に伝える

3)相手の言い分 (考え方や正当性)を聴き合う

4)互いに相手の視点や言い分を要約して石甕忍する

5)双方に益するような解決案を少なくとも三つ考え出す

6)双方力難解尋いく案を採用して葛藤を解消する

ここで大事なのは、問題 (欲求)と感情を区別して述べることである。何を問

題と認識し (タリ:相手のBと いう言動が、自分の Aという目的達成を妨げている)、

その問題のためにどのような感情を抱いているのかを、互いに言語化し表現する

ことで交渉力敬台まる。

この刊 1贋は学校生活の中だけに限定されるものではなく、実生活の様々な場面

に応用可能である。ただ、対立している当事者同士が話し合いによる解決を欲し

ない限り使えない。話し合いで解決しようとする思いが高まるのは、相手との人

間関係を良好で長期なものにしたいという願いが強いときである。学校という場

では自在に協同学習を組織できるので、子どもたちの間に良好な人間関係を望む

気持ちを醸成しやすい。また、学校であれば交,歩の失敗ややり直しも致命的な結

果を招くことは少ない。むしろ交渉技能を使つて望ましい解決が出来たという体

験は、対人関係における子どもたちの自己効力感を高めるのに大いに役立つ。

3.丁 チャートによる信頼獲得行動のBBI留しと訓練

グループのメンバニが互いに馴れ合いで無責任あるいは不誠実な対応を重ねて

いる限り、本当の協同学習は成立しない。できる子に過度に依存したり、力の出

し惜しみをしたり、あるいはグループの不振をできない子のせいにしたり、とい

つた非協同的な取り組みが常態化したグループではしばしばメンバー同士の信頼

関係バ崩れてしまっている。そして一度崩れた信頼関係を再び構築するのは容易

でない。

信頼関係を取り戻すためには、まず、メンバー各自が問題を認識し、改善しよ

うという気持ちになることが前提である。その上で、子どもたち自身にどのよう

な言動が信頼獲得に有効か、あるいは信頼喪失に有効かを明確に意識させること

である。この指導の際に有益なのが丁チャートである。(丁 チャートは信頼獲得に

限らず、あらゆる集団技能・協同技能の育成に役立つ。)

黒板に大きく下の字を書く。横棒の上に目標 (この場合は「信頼を得る」)を書

き、子どもたちにどうすれば信頼を得られるか、具体的な言葉や仕草を尋ねる。
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「

縦棒の右には信頼を得るために有効と思われる言語表現を、左側には仕草 (身体

表現)や具体的行動を、子どもの発言を活かしながらまとめていく。

具体的にどうすれば善いのかが判つたら、その中のいくつかを指定し、グルー

フ写舌動に際して意識して行うよう指示する。必要なら回―ルプレイをして、期待
されるイテ動を明確にする。教自軍はどのような文寸人関係技能であっても、子どもた

ちがそれを既に十分修得していると思つてはいけない。通常の教科内容と同じよ

うに、必要なら何度でも反復練習をさせることが大切である。

4.改善手続きによるフィードバック

協同学習集団が向上していくためには “改善手続き (prOcessing)"と 呼ばれる

相互支援的な総括が不可欠である。その基本は、どんな些細なことでも互いの貢

献を認め合うことである。自らが所属するグループに対して肯定的な感情が高ま

るほど、メンバーからの期待に応えようとする気持ちも強くなる。

その上で、更なる向上のために具体的な改善点を検討する。この時、層‖れ合い

の親しさを越えて、協同作業のパートナーとして互いの役害Jと責任を意識し合う

ようになっていれば、互いの人格を非難することなしに改善すべき言動を指摘し

合える。また、グループの期待に応えようという気持ちを抱いているので、メン

バーからの指摘に文寸して反発することなく応じることができる。教師はグループ

間巡視をイテい、子どもたちがどのようなコメントを交わしているか注意深くモニ

ターしなければばらない。

まとめ

共に磨き合うために衝突することを恐れず、協同の成果を最大にしようとする

願いを子どもたちが抱くためには、肯定的な相互依存関係の構築が絶対条件であ

る。グループの相棒が理解を深め力をつけるのを支援すればグループとしての成

果に結びつく。自分自身の学習力運 すること|よ、自分のためだけでなく、同時
にグループヘの貢献にもなっていく。こうした相互依存関係の中でグループのメ

ンバーに対する肯定的な感清も高まる。この友好感清をより確かな信頼感に高め

るには、互いに必要なアドバイスや注文|よ厳しくも誠実に行うことを是とする雰

囲気をグループのメンバー全員で共有していることが望ましい。

謹直な指摘は、する方もされる方も然るべき技能と体験が必要である。その人

柄を責めずに相手の言行をllL判する技能。意見が対立しても、建設的な話し合い

をイテなおうとする態度。そして葛藤を自らの交渉で宇丁開した体験。こうした訓練

や経験を日常の学校生活で積み重ねることができれば、子どもたちの対人関係技

育日ま大きく伸びるに違いない。
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第 5分科会 1轍室

助言者

司会者

記録者

3年間の保育体験から

青梅市社会福祉法人かすみ台福社会かすみ台第 2保育園 野寄淳子

地域との連携について

杉並区立泉南中学校 石上和宏

望月和三郎 (東京都バズ学習研究会事務局)

丸山正克 (豊川市民病院院内保育所)

太田信夫 (筑波大学)

斎藤 進 (杉並区立東田中学校)

坂本 司 (清瀬市立清瀬第二中学校)



3年間の保育体験から

青梅市社会福祉法人かすみ台福祉会かすみ台第 2保育園

保育士 野書 淳子

1.は じめに

私の勤めているかすみ台福社会は今年でちようど35年 目を迎えました。この福社会

は青梅市の中でも大きな法人で、その中でもかすみ台第 2保育園は青梅市の保育園 32
園のうち一番大きな保育園でもあ ります。生後 57日 目の O歳児から就学前の 5歳児ま

での約 200人 が登園しています。

運動会、作品展、お遊戯会の盛大な行事をはじめ、季節ごとのさまざまな行事も行つ

ています。また、全園児を対象に音感保育、 3、 4、 5歳児は体育指導、 4、 5歳児は

美術指導も行つています。

2.私の体験

私がかすみ台第 2保育園に勤めて今年で 4年 目になります。

現在までに担任 したクラスは、 1年目2歳児、 2、 3年 目0歳児、 4年 目 (現在)2
歳児です。

(1)子どもへのかかわ り方

毎日の生活の中で一番大変に思つたことは子どもたちとのかかわ り方で した。一人

ひとりが皆違う個性をもつているので、その子どもに合わせたかかわ りをしていかな

くてはいけないからです。

①子どもの様子を知る方法

ア.前の年に担任をもつていた先生に詳 しく話を聞くこと。

ィ.登園 e降園時の親との会話などから子どもの様子を聞 くこと。

ウ。児童票を読み参考にすること。

直接話をする他にも毎日持つて くるお便 り帳があります。毎日は園の様子を記

入 し伝えられませんが、できるだけ多 くお伝えしてい くようにしています。

②児童票

子どもの成長の記録を書いたものです。その他にも、住所、家族構成、家族の

職場、かかりつけの病院、保険証番号・名前、今までにかかった病気、受けたこ

とのある予防接種、保護者から見た子どもの生活、園で注意 してほしいことなど

を入園時に書類を配布 し親に協力していただいています 。

毎月行つている身長体重測定の結果など、さまざまな事柄も記入 しています。

③成長の記録

0歳、 1歳児は毎月。

2歳児は 4月、 6月 、 8月 、 10月 、 12月 、 3月
3歳児は 4月 、 7月 、 10月、 1月、 3月

4歳児は 4月 、 8月 、 12月、 3月

一- 88 -一



5歳児は 4月 、 10月、 3月
年齢によって記入する月が違つてきます。年齢が低い方が短い期間での成長が

大きいため、記入する回数も多 くなってきます。この他にも何か変わつたことな

どがあつた場合はその都度記入 していきます。また、水疱着などの伝染症にかか
つた場合には、病院で書いてもらった治癒証明書を提出してもらっています。

毎年担任が代わるのと同じで、児童票を記入 していく人も毎年代わつていきま

す。ですが、この児童緊を読み返 してい くと簡単ですがその子どもの生活の様子

や性格などが知ることができます。だから、クラスが変わつてもすぐに個々に合
つたかかわ り方ができるのです 。

(2)児童票の記録の紹介

①Aく んの場合 (2歳から5歳までの記録 )

2歳児 4月

散歩に出かけると知っている物や、行つた事があるところを通る時「 ～がある

よ。 」「～と来た。」と嬉 しそうに保母に伝えて くれる。覚えた歌や、手遊びを

大きな声で歌い楽 しんでいる。朝の体操ではきちんと並び、音楽に合わせて積極

的に体を動かしている。オムツをぬらす事が少なくなってきた。また、 トイレで

排尿ができた場合「出たあ」と嬉 しそうに伝える。

2歳児 8月

日中バンツで過ごしている。昼寝時はオムツにする事があるがほとんどぬらす

事がないのでできるだけバンツで寝るようにしている。衣服の着脱はとてもゆつ

くりであるが自分からやろうという気持ちが見られるようになってきた。だが、

まだ保母の援助が少し必要でである。体験 した出来事を言葉を使つていろいろと

話をして くれる。

2歳児 3月

友だちと過ごす事が多 くなってきた 。また、言葉よりも先に手が出て しまい ト
ラブルになることも増えてきている 。衣服の着脱では、自分でやろうとせず、す

ぐに保母に援助を求める。声をかけられ促されると自分で行う。排泄は自分から

尿意を伝え トイレに行 く。テレビ番組や歌謡曲などが好きでよく口ずさんでい

る。好き嫌いをせず、全量を食べることができる。お遊戯会では遊戯も合奏も元

気良 く行え、楽 しく参加できた 。

3歳児 10月

いつもおだやかで友達に意地悪をしたり言つたりする事がないので誰からも好
かれている。特に女の子から好感をもたれ給食時には女の子の中に入つて座って

いる。遊戯、かけつこにと運動会の練習にはまじめに取 り組み整列、集合にも頑

張ろうとする姿がみられた。保母の話、体育指導、音感保育においても話を聞こ

うとする態度が見られる。内容も理解できている。冬服になり袖が長 くなっても
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一人で袖を裏返 し着脱をすばや く済ましている。食欲旺盛。何でも残さず食べ ら

れている。作品展に向けての制作には内容を理解 し進める。苦手だつたハサミを

使つての制作も上手に扱えるようにな り自力で仕上げられるようになる。

3歳児 3月

粘土で立体的な形が作れるようにな り、それを使つて友だちと会話をしながら

楽 しんでいる。お遊戯会では合奏で大太鼓、小太鼓を演奏する。 リズム感が良 く

遊戯も自信を持つて踊ることができていた。何事にもまじめに取 り組んでいる。

行動にも活発さが増 し物事の善悪も3歳児な りに理解できている。

4歳児 12月

制作時には集中して話を聞 くことができているが、折 り紙は苦戦 している。細

かい作業はあまり好まないが、共同制作など大きなものを作ることを楽 しむ。文

字に興味をもちはじめ、真似をしたり、知っている字を書いて楽 しんでいる。今

は、絵より字を書 く事の方が多い。遊びも活発になり、言葉も乱暴になってきて

いる。本当にやってはいけない事などは区別でき、考えながら遊ぶことができて

いる。

5歳児 4月

年長組に進級 し、期待をもち笑顔で登園している。自分自身でも自信がついて

きて友だちを引つ張つていつて くれている。クラスでも中心的な存在 となりそう

である。恥ずかしながらも家庭での事を話 して くれたり「今日は何するの ?」 な

ど聞いてきた りする。明日は体操があると知ると家へ帰 り自分で体操服の用意を

したり、料理の日はエプロンを用意 しているとの事。身のまわ りの事もしつか り

とできている。

② O、 1歳児の記録

0歳は、以前の記録は何もあ りません。ですから、毎日の親との会話がとても重

要となります 。

0、 1歳児には児童票の他に、家庭での毎日の生活を記入 してもらう「連絡帳J

があ ります。何時に何をしたか ?朝食 0夕飯は何を食べたか ?排便はどうか ?家で

の様子など親からの一言欄もあります。もちろん、何をして過ごしたかなど園での

様子を記入 していく職員からの一言の欄もあ ります。このノー トは親の立場からす

ると「めんどくさい」と思います。ですがこのノー トは職員にとって子どもの様子

を知る一番の方法なのです。また、 0、 1歳児は自分から話をして意思を伝えるこ

とができないため、登園時には必ず検温と視診、昼寝前にも検温をしています。

Bさ んの場合

Bさ んは、まだミルクしか飲んでいません。朝 ミルクを飲んだ時間によって次の

ミルクの時間も変わつてきてしまいます 。こういう時に連絡帳を見ると何時にどの

位の量を飲んできたのか知ることができます 。
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Cさ んの場合

今日は朝からグズグズしているがどうしたのかなという時はまず熱がないか朝の
体温を確認 し、ノー トを見て何か変わつた事がないかも確認 します。この時に生活
が記入 してあると昨日の夜は 11時すぎまで起きていたから眠 くてグズグズしてい
るのかとわか ります。このように、ノー トで確認 し対応 してい くこともあります。

(3)そ の他の記録

児童票や連絡帳の他にも月の指導計画、週案、日誌があります。 0、 1歳児の指導計
画は、一人ひとりにあった計画を立てていきます。 2歳児以上のクラスはクラス全体の
子どもの計画を立てていきます。

書類の保存の仕方としては、児童票は子どもたちと一緒に年長まで持ち上がり、卒園
した後にまとめます。途中で退園 してしまった子は、退園児ごとにまとめて閉 じてあ り
ます。 0、 1歳児の連絡帳は卒園まで保育園で保管 し、卒園の時に親にお返 しします。

その他の指導計画、週案、日誌などは一年ごとにきちんとまとめ閉 じています 。
3.体験から得たこと

この 3年間でさまざまなことを身に付けてきたと思いますが、日が経つにつれ保育士
になったばかりの時の気持ちを忘れていっているような気がします。
4年 目になると役害Jも 多 くなり子どもたちと接する事以外にもさまざまな仕事をまか

されてきます。だからといって子どもとかかわる時間を少なくしてはいけないと思いま
す。子どもと同じ目線で会話をして、 しっかり気持ちを受け止め、子ども中心の保育を
大切にしていきたいと思います。

私は、毎日必ず一回はクラスの子どもみんなと話をすること、クラスで目立たない子
と多 く接する事にしています 。毎日少 しずつ話をしていくうちに徐々に信頼関係がうま
れて くると思います 。どちらもとても簡単そうですが意外と難 しく気をつけていないと
できない時もあります。

4.ま とめ

私のクラスにいるDく ん (2歳児)は、家ではたくさん話をしているそうですが保育
園では「おはよう」という言葉もなかなかいえませんで した。でも、 11月 ぐらいから
通園かばんに新 しくキーホルダーがつ くと私の服を引つ張 り自分から見せにきて くれる
ようにな りました。また、恥ずか しそうに「おはょう」も言えるようになってきまし
た。 12月 になってからは私の質問に対 しても自分の答えをしっかりと返 して くれるよ
うになってきています 。

なかなか自分を表す事ができなかった子が少 しずつ自分を表に出し、友だちと遊んで
いる姿を見るととても嬉 しいです。

これからも毎日たくさんの子どもたちと話をしていきたいと思います。これは、私に
とつての課題でもあると思います。保育士を続けてい く上でいろいろな事があると思い
ますが、何事にも失敗を恐れず挑戦 していきたいです 。
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地 域 と の 連 携 |こ pい て

杉並区立泉南中学校

教諭  石上 和宏

1 はじめに

子どもの成長を見守り、助けるのが親や教師そして地域の方々の役目といえます。子ど

もは単に知識を身につけるだけで人間らしく成長するわけではありません。授業の中で、

特別活動の中で、道徳の中で様々な人間関係の中で人間らしく成長していくのです。バズ

学習は「教師と子どもが協力して、よりよき人間関係を形成しつつ、学習を進めていく学

習体制です。そこで学習過程に、人間関係の形成と学習を両立させる場を、意図的に設定

します」とあります。今は「教師と子ども」というように狭く学習をとらえることではい

けないのではないでしょうか。2002年 からは新学習指導要領で教育が完全実施されま

す。学校教育の基調の転換がいわれています。授業も変わる必要があります。授業も「教

師と子ども」だけではなくて、地域の方や卒業生といった多くの方々が関わるようになっ

てくることが子どもを育てるといった観点から考えると必要だと思うのです。子ども同士

の人間関係も大切ですが、大入と子どもの人間関係も重要ではないでしょうか。企業の中

には情報化の進展の中でOJTは できないといわれています。そうなると一層教わりなが

ら先輩との人間関係を深めてきた新入社員が自分で身につけていくことになるのです。す

なわち人間関係が一層希薄になることが考えられます。そうであるならば、義務教育のう

ちから子どもや教師といつた狭い学習場面を想定するのではなく、子どもや教師以外の地

域の方や他の先生、先輩などがいて、色々なことを教えてくれるといった学習場面もあっ

ていいのではないでしょうか。本実践は、そういったことを念頭に取り組んだものです。

2 実際の取 り組み (参観型から参加型へ)

(1)地域に開かれた学校づくり

① 本校は数年で大きく変わった学校である。その変化の要因は学校に多くの保護者や

地域の方に来ていただくことに始まった。

②具体的な取り組み

ア 運動会、学芸発表会、授業参観を日曜日に行なうようになった。これによって、

参観者の数が増え、家庭でも話題にでるようになった。

イ 公開授業週間を1学期と3学期に 1週間ずつ設けた。これによって、小学校の先

生が参観にこられ、授業後に生徒と小学校の先生と一緒に話せるようになった。

ウ 父親の会を設けた。これによって、父親との語らいができるようになり、生徒と

も父親の話題を出せるようになった。

工 生徒が自分の相談しやすい先生と相談できる教育相談週間を設けた。これによっ

て、教師と生徒の語らいの時間がもてるようになった。

オ 地域連絡協議会を設け、会が主催となる催し物を行なうようになり、生徒会が主
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役を演じるようになった。

(2)地域・保護者と共に行う教育

① 全校で取 り組んだ行事

ア 地域で学ぶ安全教育・・・土曜日に赤十字の方にきていただき、大災害が起きた

ときに中学生は何をするのか、また、その場合に危険な

ところはどのようなところかの学習をする。この話は地

域や保護者の方も一緒に聞き、その後、危険個所をグル

ープごとに確認しながら地区班の地域を回り、防災マッ

プを作成した。

イ 地域で行った職場体験・・全学年を対象に学区域の商店などに一日職場体験にで

かけた。職場はできる限り生徒の希望にそうようにした。

自分の生き方、礼儀などの人間関係をそれぞれの生徒が

学んだ。

② 学年で取 り組んだ行事

ア 博物館見学・・・・・ 0・ 地域にある博物館の見学を行い、学芸員の先生とのT
Tで授業をした。生徒は学芸員の先生によく質問した。

イ 上級学校訪問・・・・・・生徒がどこの上級学校に訪問したいかを相談し、行き

たい学校を決め、訪問した。

ウ 沖縄を学ぶ・ ・・地域の祭りの一つにもなろうとしているエイサー踊 り

を地域の方々にきていただいて学校で学習した。

③ 教科で取 り組んだ活動

各教科で外部講師の先生を招聘して授業を行った。国語では音に着目し、円になって

色々な音を聞き、それを言葉で表現した。友だちの表現を聞いて、納得したりしていた。

数学では卒業生にきてもらって、数学の話をしてもらい、数学についての関心を高めた。

技術家庭科では、グループごとに講師の先生の話を聞いて、班ごとに予想したり、話し

合ったりして染色の実験をした。このように各教科で外部講師の先生を招いて、外部講

師の先生や友だちとの人間関係を深めながら多くの学習についての関心を高めたり、技

能を身につけたりしていた。

3  縦1lbり :こ

これらの実践は生徒にとってよかれと思い、行ったものです。これらの実践を通して、

生徒は礼儀正しくなったり、言葉遺いが良くなったりと本来の学習のねらい以外の成果を

あげました。これらははじめから意図したものもありましたが、そうでないものもありま

した。今後はどのような活動をすると生徒がどう活動するのかを予想し、様々な活動を位

置づけて行く予定です。
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<記念講演>

こころを育てる目芸活動

園芸家 柳 宗民先生



3 子どもの教育の中で、動植物とのつきあい

(1)理科教育家情操教育か

(2)命の尊さを識 (い る
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寄稿

バズ学習の原理

中京大学 杉江修治



バ ジで鋼諄雇野 σD涯賓 J里

中京大学教授 杉江 修治

学校学習全般をおおう幅広い学習指導の原理を提供しているバズ学習では、効果的

な学習指導を進めるための要件を次のようにまとめている。

①実践の基礎としての次の 3つの基本仮定の追求を図る。

仮定 1:信頼に支えられた人間関係が教育の基盤である (人間関係の重視)

仮定 2:学習指導の基本は学習者の学習への動機づけである (動機づけの重視 )

仮定 3:学習指導では原理の一貫性と目標の統合性を図る必要がある (一貫性・

統合性の重視 )

②学習指導過程での 3つの留意点を踏まえる。

留意点 1:参加を企図した授業計画

留意点 2:協同による学習指導過程

留意点 3:成就を確認する評価活動

③そして、常に研究的実践という構えを求める。

なお、これ らの要件は、バズ学習を、他に提唱されている学習指導実践の原理と区

別 lノ 、際立たせるものではない。むしろ多くの理論と共通していることに意義がある

ものである。次に具体的にそれぞれの項目を解説する。

1 効果的な学習指導の基盤となる基本仮定

(1)信頼に支えられた人間関係が教育の基盤である

教師生徒関係、児童生徒相互、さらには教師集団、学校と家庭および地域にまでわ

たる多様な人間関係が信頼で結ばれているとき、児童生徒にとって最適の学習環境が

準備できる。児童生徒は、自身の成長を仲間も教師も家族も地域も願っているという

確信がもてたとき、そして自身の活動が相手の支えとなっていると感じ取ることがで

きたとき、もっとも学習に動機づけられる。 「人間関係は学習を促進する基盤」とな

るのである。

また、人の学習は、そのほとんどが社会的関係性の中で行なわれる。そして人との

相互作用を通して習得したことが らは、単なる知識に終わらず、道徳性や価値観と有

機的に結びつき、社会的存在としての児童生徒の生きる力となるとともに、社会にも

有用な意義をもつ。 「人間関係は有意義な学習の基盤」ともなるのである。

(2)学習指導の基本は学習者の学習への動機づけである

学習指導で大切なのは、指導者がどのような活動をするかではなく、学習者がどれ

だけの学習活動を行ない、どれだけの習得をしたかである。常に学習者が主役であり、

指導者は援助者という脇役なのである。指導は「教えて学ばせる」ことではなく「学

ぶ手助けをするJこ とをいう。学習はあくまで学習者の学習への動機づけが出発点で

あることを忘れてはならない。児童生徒は常に自己発見、自己統合、自己実現をめざ

す積極的な存在であるという前提を忘れてはならない。学習活動の生起が不十分な場
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合、その原因は児童生徒の意欲のなさにあるのではなく、意欲を削ぐような指導上の

不手際にあるのである。

課題のないところに学習は存在しない、というのは、学習への動機づけのための課

題の工夫の重要性の指摘である。相互作用の活用は、協同による動機づけの高まりを

期待してお り、学習到達度に関する情報のフィー ドバックとしての評価もまた動機づ

けを高める機能をもつものである。

なお、内発的に動機づけられた学習経験の積み重ねは、興味関心、態度のような積

極的な学習の構えを培うことにつながる。それは生涯学習の基礎となるものである。

日々の指導における主体的学習経験の意義を見通した教師の援助も大切なのである。

(3)学習指導では原理の一貫性と目標の統合性を図る必要がある

教師は、学習指導の原理を、場面や学習者によって使い分けるべきではない。使い

分けできるのは技法であり、原理の使い分けは学習者の混乱と不信を招く。指導その

ものも手応えのないものとなる。バズ学習ではとくに、「差異の強調でなく共通性ヘ

の着目」を、「排除の論理でなく共存の論理」を、そして「競争ではなく協同的活動

」を一貫させることを主張している。

さらに、学習指導目標は、常に統合的視点から設定すべきだと考える。学習者の学

習環境づくりのためには「個と集団の成長」を調和的に図ることが効果的である。ま

た「認知的目標と態度的目標の同時達成」は、すべての学習指導領域で可能であるし、

統合的にその達成を図ることが双方の目標達成に相乗的に効果的をもたらす。

なお、児童生徒の習得は、教師からの働きかけだけによるものではなく、仲間の児

童生徒からの直接、間接の働きかけの意義も大きいし、地域にある潜在カリキュラム
の影響もかかわる全体的な過程の結果と考えるべきである。

2 学習指導を進めるにあたっての留意点

3つの基本仮定を実践に移すための、学習指導の設計に際して必要な留意点を次に

述べる。

(1)参加を企図した指導計画

学習への参加は、学習者を学習に強く動機づけ、学習後の満足度を高める条件であ
る。学習指導における学習者の個人の参加には2つの形がある。ひとつは「体の参加

」である。算数で操作的な活動を取り入れるなどの工夫は体の参加をねらったもので

ある。体育や実験は体の参加がその過程に頻繁にあるため:児童生徒が好む。もうひ
とつは「思考の参加」である。興味深い課題を示され、内発的な動機づけが高まり、

学習者が既習知識を活性化させ、問題解決に熱心に取り組むようすなどがそれにあた
る。丁斉指導でも学習者を引きつけることのできる講義の上手な教師は、思考の参加
を促す話の運び、話題の準備をしている。

学習者が低年齢児の場合は体の参加が、そして学習者の年齢が進むにしたがい思考
の参加が、学習指導の設計にあたっての配慮のポイントとなっていく。学習者の参加
については、どのような課題を設定するかがそれを左右する重要な条件である。明確
で、その取り組みの過程まで見通すことができ、取り組む意欲のわく魅力的な内容の

課題の開発が望まれるのである。
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また、学習指導過程での小集団活動の導入による「相互作用への参加」も配慮 した

い。その際、学習者が全員相互作用に参加できるような仕組み、たとえば個人思考を

集団での話し合いに先行させるとか、明確な集団課題を設定するというような方法が

有効である。教師との問答や、学級全体への意見発表なども相互作用への参加の機会

であるが、そ こでは偏 りのない参加を図る必要がある。

参加への配慮は、態度的目標では主体性、積極性、課題への興味関心などの形成と

強 くかかわると考えられる。

{2)協同による学習指導過程

協同による学習は、学級集団や小集団の成員が共に伸びるという集団目標が徹底さ

れてはじめてなされる。その際、協同は切磋琢磨も含む概念だという的確な理解が必

要である。仲間と支え合い伸ばし合う協同事態は、学習者を学習に動機づける適切な

条件である。

協同を可能にするために、教師は常に協同の教示も含んだ集団課題を設定する必要

がある。また、協同を促す構造をもった課題を開発する必要がある。そして、一貫し

て協同的な学級集団づくりを図ることが大切となる。このような教師の仕事は容易で

はない。しかしその取 り組みの過程は、教師としての専門性を鍛える過程ともなる。

協同事態は競争事態に比べて学習者の習得をより効果的にするばか りでなく、幅広い

同時学習ももたらすという事実を忘れてはならない。

また、協同の技能も教えなくてはいけない。自己志向的な要求を認めてしまうよう

な一貫性のない指導をしないことが要求される。日常的に相互作用の仕方を訓練して

いく工夫が必要となる。

協同への配慮は、態度的目標では、社会性や相互作用技能だけでなく、仲間の学習

に貢献する経験を通しての自己有用感の形成などにかかわるものである。

(3)成就を確認する評価活動

個 として参加し、仲間との協同を通して学習した結果、学習者一人ひとりが自身の

成長の手応えを十分に感じ取ることは、次の積極的な学習につながる条件である。成

就感を経験させるための工夫は、学習指導の過程で一貫してなされるべきであるが、

とりわけ評価のステップでその配慮が要求される。

学習内容の習得をそのまま問う事後テス トの結果を、同一内容であらかじめ行なっ

た事前テス トの結果 と比較 し、進歩量を明らかに示すとか、教科指導領域の目標だけ

でなく、同時学習された幅広い習得に気づかせるための多面的な評価を行なうなどが、

成就の体験を導く正夫となるだろう。

また、小集団を活用し、集団課題を設定した場合は、それに対応した評価を忘れて

はならない。集団の成就に関する評価情報のフィー ドバックは、集団づくりへの有用

な働きかけとなるからである。同時に集団成員としての個人の責任を個々の成員に自

党させる機会となるからである。

評価の手続きとしては自己評価、相互評価を多く用いることが望ましい。バズ・単

元見通し学習のように、学習内容、学習計画があらかじめ明示されているような工夫

は、自己評価、相互評価を的確に進めるための条件づくりともなっている。学習指導

過程と評価は一体化して捉える必要がある。
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成就への配慮は、態度的目標では、自尊心、自己効力感などを高め、集団への積極

的な態度形成をするることにつながる。また、自己評価能力の形成ともかかわるもの

である。

3 実践者のとるべき構え

バズ学習はグループ・ダイナミックスの研究方法であるアクション・ リサーチを多

く採 り入れてきた。実践的意義をもつ学習指導の原理追求への接近方法としてそれは

有効なものであり、多くの成果を生みだしてきた。実践者と研究者、実践活動と実証

研究の連携が学習指導の改善には不可欠である。バズ学習がとってきたこの研究方法

は、日常の実践においても応用されることが望ましい。指導の計画に際しては先行研

究や経験に基づく仮説設定をし、指導後には目標に即した評価を行なう。得 られた資

料を客観的に分析検討し、次の改善を図っていく。そのような一つひとつの事例を積

み重ね、そこに原理を見いだしていく。そしてそのようにして先に掲げた基本仮説の

検証を図つていくのである。常に研究のフィール ドにいる実践者の強みを生かす方法

といえよう。

そこでは、教師の主体的な意思決定が常に必要となる。また、学習指導の効果をフ

ィー ドバックする評価手続きは、学習指導を設計する教師の責任を明らかにする。研

究的実践は教師文化の変革をもた らすものである。

実践は研究的態度をもって進めることが必要である。それにより、新 しい教育課題

にも前向きに取 り組む構えができようし、教師同士の連携も可能となる。そのような

教師および教師集団の姿は子どもにとって望ましいモデルとして機能し、期せずして

有意義な同時学習をもたらす ことになるだろう。
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